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　現在、地方や都市の郊外では少子高齢化や都市中心部への人口流出によ
り、人口が急激に減少している（図 1-1）。本研究の対象地域である小千谷
市岩沢地区及び青梅市中心市街地でも地域の衰退は著しく、地域コミュニ
ティは希薄化している。対象建物が位置する両地域の大通りは、近年まで
物流・商業の中心であっただけでなく地域の公共空間的な役割も担ってい
た。しかし、空き倉庫や空き店舗等の増加に伴い、その機能は失われた。
　以上の状況を受け、小千谷市岩沢地区では住民団体が結成され、青梅市
中心市街地ではまちづくり会社が設立された。両地域では地域活性化など
の活動が積極的に行われるが、それらの活動を許容する多目的なスペース
は存在しない（写真 1-1,1-2）。
　そこで本研究では通りに面した空き倉庫・店舗を用いて、公共的な役割
を担う多目的なスペースを計画する。既存の特徴を活かした設計提案だけ
でなく、通りに対しシャッターを下ろした空き倉庫・店舗を町に開く活動
の実践までを行った。
1-1　背景・目的
第１章　はじめに
図1-1　第三都市圏と地方圏の人口移動の推移
写真 1-1　岩沢地区の住民団体による田
植えイベントの様子
写真 1-2　青梅市のまちつくり会社によ
るマルシェの様子
（総務省「住民基本台帳人口移動報告年報」を元に作成）
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　本研究は2地域を対象とする。1ヶ所目は新潟県小千谷市岩沢地区であり、
対象の空き倉庫は同地区の越後岩沢駅前通りに位置する（写真 1-3）。2 ヶ
所目は東京都青梅市中心市街地であり、対象の 2 つの空き店舗は同地域の
西分大通りに位置する（写真 1-4,1-5）。詳細は 3章、4章で述べる。
　本論は 5 章構成である。2 章では対象建物に共通する課題と特徴から 3 種
類の事例調査を行った。3 章では小千谷市越後岩沢駅前の空き倉庫に対する
設計提案と実践について述べる。4 章では青梅市中心市街地の空き店舗に対
する設計提案と実践について述べ、5章で本研究をまとめる。
　対象の空き倉庫・店舗に共通する課題として、いずれも昭和 30 〜 40 年
代に建てられた木造建築のため建物の劣化が進行していること、明確な使
い手が不在であることが挙げられる（図 1-2）。一方で、空き倉庫・店舗は
通りに面しており、駅周辺に立地するなどの物流・商業的な優位性を有する。
また、比較的広い間口や 1 階部分に土間を有するなど、町と連続した建築
的特徴を持つ。加えて、地域スケールでの特徴としては、岩沢地区には住
民団体の管理する施設や観光資源が点在すること、青梅市中心市街地には
まちづくり会社が情報提供を行う空き店舗が複数あることが挙げられる。
1-2　対象敷地と対象建物
1-3　本論の構成
1-4　対象の空き倉庫・店舗に共通する課題と特徴
写真 1-3　対象の空き倉庫 写真 1-4　対象の一つ目の空き店舗 写真 1-5　対象の二つ目の空き店舗
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対象の 2つの空き店舗の既存状態
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対象の空き倉庫の既存状態
図 1-2　対象建物の既存状態
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　対象の空き倉庫・店舗に共通する課題と特徴から 3 種類の事例について
の調査を行った。まず、対象建物は建物の劣化が進行し使い手が不在なため、
不動産価値が低いと見なされることの多い空き家等に使い手を見つける事
例を調査した。表 2-1 のおくりいえプロジェクト（以下、おくりいえ）は、
解体予定の町家の荷物を片付けるだけのプロジェクトである。同時に見学
会等を行い、使い手と繋げる。次に、空き家を活用した地域活性化に取り
組む 9 都県 10 市町村（表 2-1）の設計手法を整理した。それらを既存建物
の建築的特徴を活かした設計に応用する。最後に両地域の地域スケールの
特徴から、一建物に限らず地域一帯を活用した地域活性化の取り組みを調
査した。調査方法は、文献調査、実地調査、ヒアリング調査である。事例
調査の結果を以下にまとめる。
調査日
2017 年 12 月
2017 年 7月
2017 年 7月
2017 年 7月
2016 年 7月
2016 年 11 月
2016 年 11 月
2016 年 12 月
2016 年 11 月
2016 年 11 月
所在地
石川県金沢市
福岡県宗像市
福岡県北九州市
佐賀県佐賀市
長野県長野市
岡山県岡山市
広島県尾道市
新潟県十日町市
東京都台東区
香川県高松市
プロジェクト名称
おくりいえプロジェクト
日の里 3rdBace
小倉エリアリノベーション
わいわいコンテナプロジェクト
善光寺周辺エリアリノベーション
問屋町エリアリノベーション
尾道空き家プロジェクト
ブンシツプロジェクト
まち全体をホテルに見立てた宿泊施設
仏生山まちぐるみ旅館
2-1　概要
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表2-1　対象地域と建物
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　空き家に使い手を見つける活動のうち近年着目されているもので、金沢
市のやまだのりこ氏によるおくりいえがある（写真 2-1）。金沢市では年間
約 270 棟の町家が解体される。おくりいえでは、まず解体予定の町家の片
付けを行い、次にイベントが行われる。イベントには、毎回 200 名以上が
訪れ、町家の内部まで見学する。今まで物置同然だった町家が実際に使用
される様子を目にし、家主には貸す意思が生じ、借り手は町家の使い方を
想定できる。結果、2009 年から現時点までにイベントを行った 40 棟のうち
32 棟に使い手がついた。おくりいえでは、使い手がつく前から最小限の手
を加え町に開くことで、建物と使い手を繋げている。以下でやまだのりこ
氏へのインタビュー結果を述べる（写真 2-2）。
　おくりいえは、2009 年 5 月に町家を用いたインスタレーションをきっか
けに始まった。当初は活動を継続する意思はなかったが、想定以上の反響
を呼び継続することにしたとやまだ氏は述べた。以下でおくりいえの 2009
年 5 月から 2017 年 12 月時点までの活動の概要について述べる。
【1回目から 3回目（2009 年 5 月〜 2010 年 9 月）】
　2009 年 5 月に知り合いの解体予定の町家を死化粧のようにインスタレー
ションを施し、おくりいえを実施した（写真 2-3）。当日は多くの地域住民
が訪れ、町家の内部まで見学した。地域住民からは「近所にこんな立派な
町家があるなんて知らなかった。」「取り壊されてしまうのはもったいない。」
という声が多くあった。当日の活動は石川建築士に取り上げられるなど、
反響を呼んだ。翌年には「かなざわ燈涼会 浅野川工芸回廊」の会場の一つ
として東湯を限定復活させると、4 日間で 1500 人程度訪れた。同年には、
NPO 法人金澤町家研究会が企画する町家巡遊 2010（町家を巡る企画）のプ
レイベントとして 3 回目のおくりいえが行われた。3 回目のおくりいえには
400 人以上の方々が訪れた。
　1 回目から 3 回目のおくりいえには特に多くの来場者が訪れた。既存イベ
ント等と協働で開催することで、多くの集客を実現し、知名度が向上した。
1 回目から 3 回目のおくりいえの対象となった物件は全て取り壊されてい
る。
【4回目から 10 回目（2010 年 9 月〜 2011 年 9 月）】
　4 回目は県外で行われた。5 回目のおくりいえでは、おくりいえに参加し
町家を見学した夫妻が、解体予定の町家を購入し、初めて使い手がついた。
イベントには毎回 200 名以上の方々が参加していた。
　5 回目以降のおくりいえでは、ほぼ全ての対象物件に使い手が見つかって
いる。今まで物置同然だった町家が実際に使用される様子を目にし、家主
には貸す意思が生じ、借り手は町家の使い方を想定できたことで、使い手
2-2　片付けるだけで、町家を町に開き、使い手とつなげる
（1）概要
（2）インタビュー調査結果
(ⅰ )活動の経緯
写真 2-1　おくりいえ風景
写真 2-2　インタビュー風景
写真 2-3　1 回目おくりいえ風景
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【高木屋金物店】
　高木屋金物店は嘉永元年創業の金物屋で、家主の T 氏は 5 代目の店主で
ある（写真 2-4）。高木屋金物店は比較的敷地が広く、土間や中庭、蔵など
を有する町家である（写真 2-5,2-6）。しかし家主の T氏は現在 70 歳であり、
店を後継する人もいないため、このままでは取り壊されてしまう。
　そこで 2013 年におくりいえが行われた。今回のおくりいえでは新しい使
い手を見つけるのではなく、家主自身が新たな使い方を開始した。例えば
店舗部分を改修し、取り扱う商品を変えた（写真 2-7）。具体的にはおくり
いえが行われるまでは、店舗に置かれていた商品は近隣のホームセンター
等も取り扱うような商品ばかりであったが、多少値段が高額な陶器などを
取り扱うようになった。結果遠くからも客が来るようになった。また 2 階
の和室部分も改修し、奥様が資格を持つ着物の着付けやお茶のイベントな
どを行うようになった（写真 2-8）。イベントには地域住民が多く参加する。
やまだ氏は以上のイベントの企画やディレクションを行うが、イベントを
行い地域住民を町家の内部まで招き、つながりを作っていく中で、次の使
い手を探していると述べる。
がつくことに繋がったと考えられる。
【11 回目から 40 回目（2011 年 10 月〜 2017 年 4 月）】
　10 回目までは知名度をあげるために DM を出す等広報に力を入れていた
が、オペレーションが大変になったため、11 回目以降は毎回 50 人程度にな
るように広報を行った。参加者の層を絞ることで、オペレーションが簡易
化し、持続的な活動ができるとやまだ氏は述べる。
( ⅱ ) おくりいえされた物件事例
写真 2-4　高木屋金物店外観
写真 2-5　通り土間
写真 2-6　天井部分
写真 2-7　店舗内観
参考文献
建築士 2017 年 11 月号 vol.66 No.782
写真 2-8　2 階和室
第２章　事例調査
7
　空き家を活用した地域活性化の取り組みでは、入口部分に庭や軒先など
の半公共空間を設けた事例が多い。そうすることで、その半公共空間の大
きさに応じた大小様々なイベントが行われ、地域住民の訪れる場となる。
例えば新潟県十日町市の市民交流センター分じろうでは、交通空間と活動
空間の間にマーケット広場という半公共空間を備えることで、市民の活動
を受け入れる工夫が見られる（図 2-1)。
（ⅰ）市民交流センター分じろう
【敷地概要】
　市民交流センター分じろうが位置する新潟県十日町市の中心市街地は、
かつて織物の一大生産地として賑わっていた。しかし、織物取引や流通の
変化と中越大地震の被害という問題もあり、中心市街地は空洞化した。
【プロジェクト概要】
　以上の状況を受け、市は 2012 年に「十日町市中心市街地活性化基本計
画」をまとめた。十日町市は、基本計画に沿って、山崎亮氏が主催する
Studio-L に委託し、活動団体や市民のヒアリングを行うためのワークショッ
プや勉強会を開催した。それらの活動は「まちなかステージづくり」と呼
ばれる。まちなかステージづくりでは具体的に 3 つのプロジェクトに焦点
を当てて活動を行った。そのうちの1つが市民交流センター分じろうである。
概要としては、本町通りに面した市役所の現分庁舎、その 4 階建てのビル
の 1、2階を「市民交流センター」として改修するものである。
　本プロジェクトはコンペ形式で青木淳建築計画事務所に決定した。通常
のコンペにおいては、施設で行われる活動や規模、空間の大きさやつながり、
運営の方法や予算等が事前に決定されること一般的である。しかし本コン
ペにおいてはそれらの要件が決まる前に実施された。そのため設計はそれ
らの要件を同時進行で進行させる方法を取る。
　青木淳建築設計事務所は事務所の分室（以下、ブンシツ）を十日町市の
空き店舗を借りて構えた。通常設計事務所の分室では、現場の工事が開始
してから常駐するのが一般的だが、ブンシツでは最初の段階を現場常住に
することで、現場の拠点づくりに参加した。
　ブンシツでは青木事務所の所員が2名常駐し、設計業務を行うだけでなく、
市役所の方々との打ち合わせや、まちなかステージづくりの活動などが行
われる。そのような活動が継続されるうちに、地域住民がブンシツを用いて、
食事会などの日常的な場所として使われ始めた。設計者は、このような好
きな時に自由に集まれる場が必要だと気付いたと述べる。
【施設概要】
　そこで市民交流センターの設計においては、これらの活動が継続して行
われるように、交通空間と活動空間の間にマーケット広場という半公共空
間を備えることで、市民の活動を受け入れる設計提案を行った（図 2-2,3、
写真 2-9,10)。
2-3　入口部分に半公共空間を作り、活動を溢れさせる
（1）概要
（2）事例
図 2-2　1 階平面図 (HP より )
図 2-1　マーケット広場 (HP より )
図 2-3　2 階平面図（HP より）
写真 2-9　マーケット広場（HP より）
写真 2-10　マーケット広場でイベント
が開かれる様子（HP より）
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（ⅱ）権堂パブリックスペース OPEN
　長野県長野市権堂町に位置するパブリックスペースである。旧北国街道
に面した老舗呉服問屋が取り壊しの危機にあったところを、編集者、デザ
イナーら 11 事業者が共同で借り手となり、パブリックスペースとして建物
を活用した（写真 2-11)。母屋、蔵 2 棟、納屋には、さまざまな業種、職種
の店舗や事務所が入る。
　敷地内には広場があり、その広場では市場に見立てた OPEN MARKET が定
期的に開かれるなど、様々なイベントが催される。そのように半公共空
間を有し、そこでは地域住民の活動を受け入れる工夫が見られる（写真
2-12)。
( ⅲ）toytoytoy
　後述する香川県高松市仏生山町に位置する雑貨屋店である。toytoytoy で
は道路全面を企画展などを行うレンタルスペース、後方に店舗部分、ウッ
ドデッキと芝生で構成される中庭から形成される（写真 2-13)。中庭では写
真 2-14 のようにイベントが地域に対して開かれる。またレンタルスペース
では地域のアーティストなどの作品が展示されるなどとして使われる。そ
のように一雑貨店でありながら、地域の活動を受け入れる工夫が見られる
（写真 2-14)。
写真 2-11　外観（HP より）
写真2-12 OPEN MARKETの様子（HPより）
写真 2-13　外観（HP より）
写真 2-14 イベントの様子（HP より）
参考文献
ブンシツ通信 01　青木純建築計画事務所十日町ブンシツ
moyadesign HP（https://moyadesign-info.blogspot.jp/2012/）
https://reallocal.jp/29982
第２章　事例調査
9
　事例調査を行った一部の地域では、空き家や既存施設など複数の拠点を
つなぎ、来訪者に地域一帯を巡らせることで、地域住民との接点を生み出
していた。例えば、香川県仏生山地域では地域の既存の施設を宿泊の機能
の一部に見立てた手法を取っていた。具体的には、空き家を受付や客室に、
地域の食堂をレストランに使用するなど、宿泊施設の要素を地域に分散さ
せる。そうすることで、移動する道や店舗の軒先などがホテルのラウンジ
のような機能を果たし、移動中に地域住民との交流が生まれる。
（ⅰ）香川県高松市仏生山町
【敷地概要】
　仏生山町は高松市の中心市街地から南に 7km ほどのところに位置する。
仏生山町は江戸時代の初期に高松藩の菩提寺である法然寺の門前町として
開かれため、現在でも当時の建物が少し残されている。平地に住宅と田ん
ぼが混ざり合う郊外で、1.5km 四方に 800 人程が在住する。
【施設概要】
・仏生山温泉　2005 年 11 月竣工（写真 2-15,16,17）
　仏生山温泉は源泉かけ流しの日帰り入浴施設である。企画者の岡昇平氏
が番台を務める。一般的なスーパー銭湯のような回転率を上げたマスマー
ケティングは狙わず、200 円で古本の文庫本を販売し、温泉の中で読めるよ
うにするなど長時間の滞在ができる居心地の良さを追求している。
・仏生山温泉まちぐるみ旅館　
　まち全体を旅館に「見立てる」取り組み。飲食や、客室や、物販や、浴
場などが、まちに点在していて、めぐることで旅館の機能を満たす（図
2-4）。具体的に仏生山温泉が運営する宿泊施設は以下の 2棟である。
・縁側の客室　2012 年開業（写真 2-18,19, 図 2-5）
　1 軒目の宿泊施設は、グループや家族での利用に適した一棟貸しのもので
ある。企画者が以前設計を担当した仏生山温泉の近所の住宅が空き家になっ
たため、そこを借りて開業した。もともと住宅だったことを活かし、家具
の配置と用途変更のみを行っている（写真は facebook より引用）。
・温泉裏の客室　2015 年開業（写真 2-20,21, 図 2-6）　　　　　　　　　
　二軒目は個人旅行者向けの、1 名または 2 名用の個室を 4 つ設けた宿泊施
客室
客室
カフェ
観光資源
客室
物販店
大浴場
物販店
食堂
2-4　地域の拠点をつなぐことで、地域住民との接点を作る
（１）概要
（２）事例
写真 2-15　外観 写真 2-16　食堂（HP より） 写真 2-17　露天風呂（HP より）
図 2-4　概念図（HP より引用）
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設である。プレファブ住宅メーカーの平屋をリノベーションした小規模な
建物である。規模が小さく内装制限がかからないためふんだんに木を使用
した内装になっている（写真は facebook より引用）。
【地域との関わり方】
・企画者と周辺のお店の関係
　企画者と仏生山温泉まちぐるみ旅館との関わり方は簡潔で「まち全体が
旅館です」と宣言していることのみである。周辺のお店を積極的に誘致し
ているのではなく、魅力的だと感じ人が店舗を開業する流れになっている。
それでも、温泉裏の客室が実際に動き始めてから、2014 年には 2 件、2015
年には 4 件、新しいお店が仏生山で開業しており、街にインパクトのある
影響を与えている。お店には、地元の人が始めたものもあればＵターンし
た人が始めたもの、Ｉターンの人など様々である。
・お店同士の関係
　2015 年にオープンした仏生山温泉周辺にある雑貨店 toytoytoy（写真
2-23）の店主は、東京から家族 4 人で移住してきた。仏生山を選んだのは
子育てがしやすい環境ということに加えて仏生山温泉まちぐるみ旅館の取
り組みに魅力を感じたためであるという。また企画者の事務所も、書店と
して町に開いている。
（ⅱ）東京都台東区谷中町
【敷地概要】
　東京都台東区谷中は関東大震災や空襲の被害が少なかったため、江戸時
代や明治時代から残っている名所・旧跡や、住宅が現在でも多く残る。い
わゆる下町と呼ばれる地域で、商店街を中心に比較的小規模な店舗が町中
に点在する。
【企画】
　建築設計事務所 HAGI STUDIO を主宰する宮崎晃吉氏は、以上に述べた谷
写真 2-18　外観
写真 2-20　外観
写真 2-19　縁側
写真 2-21　内観
図 2-5　平面図
図 2-6　平面図
写真 2-22　へちま文庫
写真 2-23　toytoytoy（HP より）
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中地域一帯に点在した地域資源に着目し「まち全体を大きなホテルに見立
てる」というプロジェクトを行った（図 2-7）。具体的に運営する物件は複
合施設 Hagiso 及び宿泊施設 Hanare のみであるが、地域に点在する既存施
設も宿泊の機能の一部に見立てた。具体的には複合施設Hagisoを受付とし、
宿泊場所は Hanare、地域の食堂をレストランや朝食の場、地域の自転車屋
をレンタサイクルなど、地域の既存施設と連携しながら宿泊施設の要素を
地域に分散させた。そうすることで、移動する道や店舗の軒先などがホテ
ルのラウンジのような機能を果たし、移動中に地域住民との交流が生まれ
る。以下で Hagiso、Hanare の詳細を述べる。
【施設概要】
・Hagiso（表 2-2, 写真 2-24,25,26）
　解体予定だった木造賃貸住宅にカフェ、設計事務所、アトリエ、ギャラ
リー、レンタルスペースが併設されている。“最小文化複合施設”をコンセ
プトに地域の核になるための開かれたスペースと位置付けて運営されてい
る。以前の木造賃貸住宅の住人であり、Hagiso の設計者でもある宮崎氏が
内包するすべての施設の運営を担い、展示や音楽会などさまざまなイベン
トや展覧会を年間 50 以上開催している。
・Hanare（表 2-3, 写真 2-27,28,29）
　前述した「まち全体を大きなホテルに見立てる」という企画の一環とし
て開業した。賃貸木造住宅だった丸越荘がリノベーションされて竣工した。
Hanare は宿泊棟を担う。レセプションは複合施設 Hagiso で、周辺の銭湯が
浴場、その他のレストランや土産物屋、レンタサイクルがまちのおすすめ
のお店といったように谷中全体を活用することをコンセプトに、宿泊者に
周辺の施設のマップを渡し、街を歩いてもらう仕組みを作っている。
【事業の経緯】
　萩荘は 1995 年に寺院の境内に竣工された。2004 年から東京芸術大学の学
生によってシェアハウスとして利用されていた。その頃から、家庭用の水
図 2-7　コンセプト図
表 2-2　建築概要
表 2-3　建築概要
写真 2-24　外観（HP より）
写真 2-27　外観（HP より）
写真 2-25　カフェ（HP より）
写真 2-28　客室（HP より）
写真 2-26　ギャラリー（HP より）
写真 2-29　フロント（HP より）
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回りを設置したり、下屋にトイレを設置したりと漸次的に改修が実施され
れた。しかし、2011 年の東日本大震災により、設備の老朽化が限界に達し、
翌年解体が決定した。当時、解体後の用途としては駐車場が予定されていた。
　そこで 2012 年に当時の居住者を中心とした東京芸術大学の学生達が萩荘
を用いた展示イベントを実施した。解体予定のため、既存内壁を取り壊し
既存柱・梁を現しにするなど、在来の軸組構法の木造住宅の特徴を最大限
活かした会場構成を行った。本イベントには、3 週間で 1500 人程度が来場
した。多くの来場者が萩荘に来訪し、内部まで見学する様子を目にし、萩
荘の家主は解体の意向に迷いが生じた。
　そこで、当時の居住者でありイベントの企画者でもあった宮崎氏は家主
に対して、以下の 3 パターンの提案を行った。まず改修して駐車場として
運用するか、次に解体して新築の建物を建てる場合、更に改修して使用す
る場合である。結果、以上のような家主の心理的変化にも起因し、萩荘は
改修・活用に至った。2013 年 3 月 9 日に複合施設 Hagiso、2015 年に宿泊施
設 Hanare が開業した。
【地域との関わり方】
　複合施設 Hagiso では、地域においての公共性を獲得すべく、改修プロセ
ス段階から地域住民を始めとした人々と協働での改修を実施した。加えて、
改修途中の仮囲いが取れてない状態でのプレイベントも開催した。
【資金源】
　開業資金は、構造補強や外壁・電気水道ガスなどの建物の基礎となるよ
うなインフラは家主が、内装・機械・空調などの設備機器は企画者が負担
した。全費用の 2/3 をオーナー、1/3 が企画者という割合である。全て家主
負担だと、約 5 年回収の計算になり、逆に家賃が上がってしまうため、長
い目で見るとランニングコストが高くつくので企画者自らも投資をした。
参考文献
The japan architect まちのはじまり 103autumn2016
リノベーションプラス 拡張する建築家の職能 松村秀一ら、ユウブックス、2016 年
QONVERSATIONS（http://qonversations.net/trip/setouchi/fujii_oka/6618/）
HAGISO、hanare　HP 地方で建築を仕事にする　編　五十嵐太郎
新建築 2016 年 1 月号
HAGISO third story
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　本章では対象の空き倉庫・店舗に共通する課題と特徴から前述した 3 種
類の事例についての調査を行った。
　2 節では不動産価値が低いと見なされることの多い空き家等に使い手を見
つける事例を調査した。主に金沢市で行われるおくりいえプロジェクトに
ついて文献調査及びインタビュー調査を行った。おくりいえは解体予定の
町家の荷物を片付けるだけのプロジェクトであった。同時に見学会等を行
い、使い手と繋げていた。
　3 節では空き家を活用した地域活性化に取り組む 9 都県 10 市町村の設計
手法を整理した。結果として、入口部分に庭や軒先などの半公共空間を設
けた事例が多かった。事例として本章では 3 事例を取り上げ、その事業背
景や建築的特徴について述べた。どの事例においても、半公共空間を設け
ることで、地域住民の活動を受け入れていた。そうすることで、建物は町
に開いていた。
　4 節では一建物に限らず地域一帯を活用した地域活性化の取り組みを調査
した。具体的に 2 地域の事例を取り上げた。仏生山町と谷中では、空き家
や既存施設など複数の拠点をつなぎ、来訪者に地域一帯を巡らせることで、
地域住民との接点を生み出していた。
　以上の事例調査の結果を、3章、4章における設計提案や実践に応用する。
2-5　小結
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　新潟県小千谷市岩沢地区は人口減少や空き家の増加などにより地域が衰
退している。一方で、地域住民は住民団体を結成し、農家レストランの
開業や農業体験イベントの開催など、地域活性化に取り組む（写真 3-1)。
2017 年 4 月には本研究室と協働で農家民宿を開業した 1）。
　住民団体は多くのイベントを継続的に行っているが、同地域に大人数を
収容できるスペースは存在しない。そこで空き倉庫を用いて、複合的な用
途の多目的スペースを計画する。
（１）渡辺千春「小千谷市岩沢地区における地域資源
を活用した農家民宿の設計提案と実践 - 中山間地域
の空き家に対する漸次的な DIY 改修 -」首都大学東
京大学院都市環境科学研究科建築学域 平成 28 年度
修士論文梗概集 p193-p198
3-1　活動の背景
第３章　小千谷市岩沢地区の空き倉庫に対する設計提案と実践
写真 3-1　地域イベントの様子
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　小千谷市岩沢地区は新潟県の中越地方に位置し、人口 1000 人ほどの中山
間地域である。対象の空き倉庫は同地区の越後岩沢駅前通りに位置する（図
3-1）。かつて賑わいを見せた駅前通りも 3 軒あった旅館が全て廃業するな
ど衰退した（写真 3-2）。空き倉庫は前述の農家レストラン（写真 3-3）と
隣接しており、同駅周辺には住民団体が拠点とする住民センターがある。
また駅前から 3km ほど離れた岩山という集落（写真 3-4）には昨年度本研究
室が計画に携わった農家民宿が位置する（図 3-2、写真 3-5）。農家民宿の
利用者は越後岩沢駅周辺から送迎される。
岩沢地区
岩山
信濃川
越後岩沢駅
空き倉庫
農家レストラン
住民センター
N
N
住民センター
越後岩沢駅
農家レストラン
対象の空き倉庫
越後岩沢駅周辺
3-2　対象敷地
(1) 概要
図 3-2　岩沢地区
図 3-1　越後岩沢駅前通り周辺
写真 3-2　越後岩沢駅前通り
写真 3-3　農家レストラン
写真 3-4　岩山の風景
写真 3-5　農家民宿外観
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　対象の空き倉庫は 1956 年に建設されており、蔵造り部分と下屋部分から
なる（図 3-3,3-4, 写真 3-6）。倉庫内部には 140 ㎡程度の広い一室空間があ
り、上部には木造のトラス小屋組が見える（写真 3-7）。しかし下屋部分は、
雪降ろし負荷軽減のため 2016 年 7 月に住民団体によって解体された（写真
3-8）。その際、外壁モルタルが一部剥落しただけでなく、正面外観には間
口 4.0m 高さ 2.8m の開口が生じた。
既存下屋部分
- 下屋 -
- 蔵 -
N
既存下屋部分
- 下屋 - - 蔵 -
3-3　対象建物
(1) 概要
図 3-3　既存平面図 S=1/300 図 3-4　既存断面図 S=1/150
写真 3-6　対象の空き倉庫外観 写真 3-7　対象の空き倉庫内観 写真 3-8　解体後の空き倉庫
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　対象の空き倉庫は戦後建てられた木造の建物のため、建物の劣化が進行
している。既存建物状態について以下で述べる。
　破損状況に関して、特に入口部分、外壁、内壁、床などが破損している
（図 3-5, 写真 3-9,10,11,12,13）。入口部分と外壁の破損は前述の通り住民
団体による下屋の解体時に生じた。入口部分には4.0m×2.8mの開口が空き、
外壁モルタルは一部剥落した。内壁に関して 2016 年 6 月に行った現地調査
の結果を図 3-6 に示す。特に北西面の内壁の劣化が進行していた。一方比
較的基礎が高いこともあり、柱、梁は健全と思われる（写真 3-14）。
　また設備の状況に関して、元々米蔵だったこともありトイレ水道に加え、
暖房設備は整備されていない。また電気も現在は使用できず、電気工事を
必要とする。
(2) 既存建物状態
使い手
水道
トイレ
冷暖房
電気
内壁
外壁
床
開口部破損
什器
荷物
最低限
使用可能
整備必要
開口部破損
外壁破損
内壁破損
設備系整備されていない
（水道、トイレ、冷暖房、電気）
対象の空き倉庫の既存状態
図 3-5　既存状態概要
写真 3-9　入口部分開口 写真 3-10　農業機械が保管されていた 写真 3-11　トラス部分
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図 3-6　北西側内壁破損状況
写真 3-12　内壁破損 1 写真 3-13　内壁破損 2 写真 3-14　基礎
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　本活動は学生及び住民団体、地域復興支援員 1 名、地域おこし協力隊 2
名と共同で行う（図 3-7）。倉庫は震災復興のための補助金 130 万円程度を
資金とし、解体及び外壁補修は住民団体が行い、内装は学生が設計・改修
を行う。内装の予算は20万円程度である。比較的基礎が高いこともあり、柱、
梁は健全と思われる。また、天井が高く、冬季は局所的に暖房器具を用いる。
費用の面から耐震、断熱面での検討や対策は行えなかった。
学生 住民団体
地域おこし協力隊
復興支援員
共同で活動
補助金
の申請
保有
施工
設計提案
空き家が点在する集落。
7 軒ほどの、
通い農家が用いる。
3km 程度
アドバイス依頼
運営予定
代表
義援金
500 万円程度
役所
地元大工
岩山地区
岩沢
倉庫
越後岩沢駅
農家レストラン
S 邸
DIY・設計
3-4　活動概要
図 3-7　関係図
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　昨年度は岩沢地区全体に対して地域一帯を活用した農家民宿を提案した。
今年度対象とする空き倉庫に対しては、農家民宿のフロント機能、地域の
イベントスペース、レンタルスペースとしての機能を付加することで、地
域住民の活動の場とする。また農家民宿や農家レストランなどの地域の拠
点とつなげることで、農家民宿の宿泊者や地域住民同士の交流を生む。
3-5　設計提案
（１）概要 :シャッターが閉まった倉庫をまちに開く（図 3-8）
coffee
coffee
改修前
解体及び最小限のDIY 改修後
図 3-8　シャッターが閉まった倉庫がまちに開いた様子
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　まず持ち運べる屋台、パレット、テーブル、イスを設計した（図 3-9）。
それらの什器を、内部の大空間や解体によって生じたスペースに持ち運ぶ
ことで、食事会や展示会、会議や発表会などの地域住民の活動の場を形成
する。屋台はイベント時にはカフェや紙芝居などとして使われ、普段はフ
ロントやカウンターとなる。パレットは椅子や机、商品棚、また並べるこ
とで舞台などとして使用する。隣は同住民団体が運営する農家レストラン
のため、テラス席として使用されることも意図した。
　また入口部分には内外をゆるやかにつなぐ大開口の木製建具を設計した
（図3-10）。木製建具を全開口することで、内外を一体に用いることができる。
（２）コンセプト：居場所をつくる家具と内外をゆるやかにつなぐ木製建具
図 3-10　木製建具設計図
図 3-9　廃材を用いた什器
③テーブル×2台 ④長椅子×2台②パレット×10 台
廃材 廃材廃材
1×3材杉板
棚
廃材
1×1材 柱の廃材
パレット
①屋台×2台
73
0
25
85
24
6
95
24
6
4164
小千谷空き倉庫改修プロジェクト 201609171:20ファサード建具 平 / 立面図
図面名称 縮尺 日付
アクリル
ラワンベニア
杉材
ホワイトウッド 1×1 材
ホワイトウッド 2×10 材
立面図
下部平面図
アングル部分
第３章　小千谷市岩沢地区の空き倉庫に対する設計提案と実践
22
（３）平面図
舞台
Stage
休憩スペース
Resting space
中庭
料理の提供
屋台が作る空間
Courtyard
Street stall space
農家レストラン
Restaurant
N
平面図S=1/200
図 3-11　平面図
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（4）断面図
（5）立面図
断面図 S=100
中庭
Courtyard
舞台
Stage
中庭
Courtyard
屋台
Street stall
立面図 S=100
図 3-12　断面図
図 3-13　立面図
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　本活動における改修のための資金は十分ではなかったため、外壁を含め
た改修の全工程が完了するのには、時間が掛かることが予想された。
そこで、対象の空き倉庫に対し漸次的な DIY 改修を施しながら最低限使用
可能な段階から試験的な利用を開始した（図 3-14- ①）。実際に使うこと
で訪れる客層や運営にかかる負担を把握し、運用方法を検討した。加えて、
農家レストランや農家民宿などの既存の施設や地域の保育園、大型地域イ
ベントと連携したイベントを行うことで倉庫の使い手の層を増やした（図
3-14- ②）
-2016年8月
空き倉庫の状態
2016年8月
下屋部分の解体
2016年9月
建具と什器の製作
2016年11月
ロフトの製作
2017年7月
照明とスクリーンの設置
2017年10月
外壁の改修
2016年10月
収穫祭
地域住民への
広報
住民団体との意思決定
大型サイクリング
イベントとの連携
2016年12月、2017年2月
使い方の提案、使い方WS、打ち合わせ
2017年7月
グランツール
2017年7月
子供ワークショップ
2017年10月
収穫祭
通りに対して、シャッターが
降りていた。
解体されることで
空きスペースが生じた。
最低限使用可能な段階と
なった。
荷物置き場の確保。 電気工事をし、夜間使用も
可能に。
住民団体による外壁の改修
。
地域住民に対して地域の保育園
との連携
農家民宿 農家レストラン
地域住民地域イベント
地元保育園
3-6　実践
（１）概要
図 3-14　活動の概要
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【木製建具改修の詳細】
（ⅰ）既存コンクリート斫り
　鉄製のレール（アングル）を埋める部分を確保するために、既存のコン
クリート部分を斫った。アングルの寸法分を墨出しした後、コンクリート
カッターで切り出し、コンクリートハンマーで斫った（写真 3-16,17）。
　DIY によって倉庫を改修した。地域住民及び東京理科大学熊谷研究室の学
生との協働での学生主体の DIY 改修が 2016 年 9 月、2017 年 7 月の 2 回、住
民団体による自主改修が 2016 年 7 月、11 月の 2 回、大工による外壁の施工
が 2017 年 10 月に 1 回行われた。以下では学生主体の DIY 改修について述
べる。
　2016 年 9 月の改修では什器と木製建具を製作した。計 20 万円程度の予算
のため解体時に生じた廃材を用いることで費用を抑えた。木製建具に関し
ては、全てを DIY で行うのではなく、一部地域の建具屋に依頼することで
精度を保った。
【木製建具改修の要旨】
　間口 4.0m ×高さ 2.8m の開口部に合わせて木製建具を製作した。材料費
を抑えるため、外周部には 2 × 4 材を用いた。安価な木材のため反りが心
配されたが、既存木部にビスで打ち付けることで反りを防いだ。サッシ部
分には反りの少ないスギ材を用いた。雪国のためサッシの奥行きは 40mm 程
度の寸法のものを使用することで、積雪に耐えられる設計とした。またア
クリル板とサッシの取り付けを簡易的なものにするために、1 × 1 材（19mm
× 19mm）で両側から留める方法を用いた（図 3-15）。ビス留めしてあるため、
アクリル板が 2-3 年で劣化した際に、簡単に取り替えることができる。サッ
シのほぞ穴開けや溝切り等の精度が要求される作業は、地域の建具屋に依
頼した。レール部分は既存コンクリートをはつり、鉄製のアングルを 4 本
溶接したものを引き、練ったコンクリートを流し込むことで設置した。作
業量と費用は、1 日 7 時間の作業を 1 人工として計算すると、合計 24 人工、
約 9.9 万円である。以下で詳細を述べる。
アクリル板
1×1材
3-6-1　改修の実践
（１）概要
（２）第一回目の改修
図 3-15　組立詳細図
写真 3-15　施工の様子
写真 3-16　コンクリートカッターで切り
込みを入れる様子
写真 3-17　斫る様子
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（ⅱ）大枠の取り付け
　アングルを埋める前に、大枠を取り付けた。大枠は材料費を抑えるため
に2×4材を用いた。「大枠部分ならば既存木部にビスで打ち付ける事によっ
て、反りなどを最小限に抑えられる」とヒアリングした株式会社均太木工
の田中氏は述べた。切り出したスペーサーを既存木部と 2 × 4 材の間に挟
み込みながら、レーザー水平器を用いて水平を取り、大枠を設置していく（写
真 3-18,19,20）。
　作業途中でレーザー水平器が故障してしまったたため、測量器や下げ振
りを用いた（写真 3-21）。既存基礎立上り部分も斫りながら水平を微調整し
た。取り付けはスペーサーを介してビス打ちで行った（写真 3-22,23）。ビ
スで打った部分は後から木パテを用いた。
（ⅲ）アングルの設置
　鉄製のアングルを 4 本溶接したものを水平に置き、コンクリートを打設
する事で設置した。コンクリートを流し込んだ後は、コテで均した（写真
3-24,25,26）。
（ⅳ）戸袋製作
　戸袋部分を 2 × 4 材（1ft × 3ft）を用いて下地を作り、合板を貼り付け
ることで、製作する。ビスは斜めに打ちながら組み立てることで、木材か
写真 3-18　測量器で水平を図る様子
写真 3-21　下げ振りで水平を図る様子 写真 3-23　スペーサーを介して大枠を
ビスで固定する様子。
写真 3-22　基礎部分を斫り水平を調整
する様子。
写真 3-20　スペーサーをかませる写真 3-19　大枠
写真 3-24　アングル設置の様子 写真 3-25　コテで均す様子 写真 3-26　コンクリートを流し込む様子
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ら飛び出さないようにした（写真 3-27,28,29）。
（ⅴ）サッシ組み立て
　サッシ部分には反りの少ない杉材を用いた。当初サッシの厚みは 18mm の
木材を使用予定だったが、雪国のため 40mm の木材を用いることで積雪に耐
えられるようにした。サッシのほぞ部分は予め建具屋に施工を依頼し、届
いたサッシを木槌で組み立てた（写真 3-30,31,32）。
（ⅵ）枠の防腐剤塗布
　先ず防腐剤を塗装するために、外周部を養生する。養生後にキシラデコー
ルを塗装した。
（ⅶ）アクリル板取り付け
　まずアクリル板をサッシに固定する木材（1 × 1 材）を切り出した。防
腐剤を塗布するためにサンダーをかけた。防腐剤を塗布したが、1 × 1 材
は一度塗りでは上手く着色できなかったため、乾燥後再度塗装した（写真
3-33）。
　1 × 1 材塗装の作業と並行し、サッシのサンダー及び防腐剤の塗布を行っ
た。サッシは杉材だったため、一度塗りで着色が完了したため、1 × 1 材よ
りも短時間で塗装が完了した。
　サッシ及び 1 × 1 材乾燥後に、アクリル板を取り付ける作業を行った。
ビスを簡易的に打ち込むために、片側の 1 × 1 材を四方につけてから、ア
クリル板をはめ、もう一方から四方に 1 × 1 材を取り付け、固定する方法
を取った（写真 3-34,35,36）。そうすることで最初に打ち付けた 1 × 1 材は
垂直にビスを打ち込むことが可能で、後から打ち付ける 1 × 1 材は斜めに
打ち込むことで固定した。
　尚、アクリル板は上記で述べた通りビスで固定されているため、2-3 年経
過後にアクリル板が劣化した際、容易に取り替えることができる設計とし
た。また下部にはステンレス製の戸車を設置した（写真 3-37）。
写真 3-27　戸袋下地
写真 3-30　大工との協働作業の様子
写真 3-28　戸袋製作の様子
写真 3-31　サッシ組立の様子
写真 3-29　戸袋を大枠に固定する様子
写真 3-32　サッシのほぞ
写真 3-33　防腐剤塗布の様子
写真 3-34　1 × 1 材の固定
第３章　小千谷市岩沢地区の空き倉庫に対する設計提案と実践
28
写真 3-35　アクリル板の固定 写真 3-36　サッシを運ぶ様子 写真 3-37　戸車のスタディー
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【什器製作の要旨】
　什器は主に解体時に生じた廃材を用いて製作した（図 3-16）。屋台は地
域で廃校となった小学校で使われなくなった棚に、キャスターや 2 × 4 材
で作成した屋根フレームを取り付けることで計 2 台製作した（図 3-16-
①）。パレットは 2 つ重ねてキャスターや廃材の杉板、目隠しとして 1 ×
3 材を外周部に取り付けることで計 10 台製作した（図 3-16- ②）。テーブ
ルは三六版の合板に廃材の杉板を並べ、小口部分の目隠しとして 1 × 1 材
を外周部に取り付け、脚部には鉄製のものを用いて、計 2 台製作した（図
3-16- ③）。椅子は廃材の角材にキャスターを取り付けることで製作した（図
3-16- ④）。作業量と費用は、合計 48 人工、屋台 1.1 万円、パレット 3.5 
万円、テーブル 7.4 千円、椅子 1.4 万円である。以下ではそれぞれの什器
の製作についての詳細について述べる。
【什器製作の詳細】
（ⅰ）廃材を用いた屋台
　近隣の廃校となった小学校にあった使われていない棚を用いて屋台を製
作した。まず棚自体の状態が良くなかったため、まずは棚の清掃を行った。
乾燥後、サンダーをかけ表面を滑らかにした。また一部棚の内部が破損指
定部分があったので、廃材の杉板を用いて補強を行った。棚のガラス部分
も破損していたため、塗装したベニヤ板をはめた。屋根フレームは 30mm ×
40mmn の垂木を用いて製作し、屋根部分にはベニヤ板を貼り付け、仕上げは
廃材の杉板とした（写真 3-38,39,40）。棚の下部にはキャスターを取り付け、
簡単に動くようにした。
（ⅱ）パレット
　パレットは 2 つ重ねてキャスターや廃材の杉板、目隠しとして 1 × 3 材
を外周部に取り付けることで計 10 台製作した。手順としては、まず廃材の
仕上げとする廃材の杉板の選定を行った。次に外周部の目隠しとして 1 × 3
材をビスで打ち付けた。その後、ビンテージワックスを塗布し、仕上げと
した（写真 3-41,42,43）。
③テーブル×2台 ④長椅子×2台②パレット×10 台
廃材 廃材廃材
1×3材杉板
棚
廃材
1×1材 柱の廃材
パレット
①屋台×2台
図 3-16　廃材を用いた什器
写真 3-38　屋根フレームの製作 写真 3-39　仕上げの風景 写真 3-40　施工後の屋台
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（ⅲ）廃材を用いたテーブル
　農協倉庫の下屋を解体した際に生じた廃材の内、外壁に用いられていた
杉板を用いてテーブルを製作した。
　まず廃材の中から比較的状態の良いものを選定し、長さ 1800mm 程度に切
断する。切断後、サンダーで表面をなめらかにした（写真 3-44）。その際用
いた紙やすりは粗いものから順に 50 番、130 番、240 番であった。
　廃材と合板は接着材で接合し、外周部は 1 × 1 材で囲った（写真 3-45）。
仕上げは vintage wax を塗り込んだ（写真 3-46）。テーブルの脚は IKEA で
購入した鉄製の脚を用いた。脚と天板部分は取り外し可能で、簡単に片付
けることができる。
 
（ⅳ）廃材を用いた長椅子
　解体時に生じた柱の廃材を用いて長椅子を製作した。
　比較的状態の良い廃材を選定し、雑巾で磨いた（写真 3-47）。丸鋸の刃が
足りないため、手鋸で切断した。塗料を塗装するため、サンダーで表面を
なめらかにした（写真 3-48）。塗装には vintage wax を用いた。2 本の柱を
接合するため、L字金具で接合した（写真 3-49）。その木材部分にキャスター
を取り付け、簡単に移動が可能な作りとした。
写真 3-41　廃材の選定 写真 3-42　目隠し材の固定 写真 3-43　施工後
写真 3-44　サンダーがけの様子 写真 3-45　目隠し材の切断 写真 3-46　仕上げ材の塗布
写真 3-47　廃材の選定 写真 3-48　サンダーがけ後 写真 3-49　L 字金具取り付け後
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　2017 年 7 月 の 改 修 で は、 照 明 と ス ク リ ー ン を 設 置 し た（ 写 真
3-50,51,52,53,54,55）。照明はすずらん灯を用いることで、費用を抑えた。
すずらん灯の設置は、倉庫内部の木部に金物を取り付け、張り巡らせる様
にして取り付けた。照明を設置したことで、夜間の使用が可能となった。
またロフト部分の仕切りとしてスクリーンを設置した。作業量と費用は、
合計 8人工、照明約 3万円、スクリーン約 2万円である。
写真 3-50　すずらん灯取り付け
写真 3-53　スクリーン設置のスタ
ディ
写真 3-54　側部の隠し板の加工 写真 3-55　スクリーン施工後
写真 3-51　照明設置後の内部 写真 3-52　照明設置後の外観
（３）第二回目の改修
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　2016 年 10 月から試験的な利用を開始し、運用方法を検討しながら地域の
既存施設と連携したイベントを行い、使い手の層を増やした。
　まず 2016 年 10 月に地域住民を対象に行われる住民団体主催の地域イベ
ント「収穫祭」に合わせて、倉庫を開放した。具体的にはカフェ、ギャラリー、
紙芝居会場として使用し、地域住民が 200 人以上訪れた（写真 3-56）。屋
台やパレットは外部の空いたスペースに持ち出され空間を形成した（写真
3-57）。
　当日は小千谷市内から母親同士がお互いの子供を連れ合って訪れるよう
な客層が多く、市内に住む 30 代の母親は「市内で母親たちが子供を連れて
借りられる場所が欲しい」と述べた。市内にはレンタルスペースが少なく、
特に本倉庫のような 100 ㎡を超えるものは確認できなかった。そこで 2016
年 12 月に、現状イベント時しか活用されていなかった倉庫をレンタルス
ペースとして運用する提案を行った。同月には倉庫の使い方を考えるワー
クショップを地域住民とともに行った。しかしそれらの意思決定プロセス
の過程で住民団体メンバーから出た意見は否定的な意見が多く、すぐには
運用を開始することができなかった。意見の大半は「ハード面（外壁、内壁、
床等）の整備が優先」というものだった。12 月以降は倉庫を活用する目的
を再確認する打ち合わせを重ね、外壁を改修しモルタル剥落の危険性が担
保され次第運用を開始することに決定した。2017 年 7 月には、地域の保育
園と連携し、屋台の装飾となるランタンカバー作りワークショップを実施
した（写真 3-58）。本活動は小千谷市新聞に取り上げられた。また同月には
200 人以上が参加する地域のサイクリングイベントと連携し、レース終了後
の昼食会場として倉庫を利用した。10 月には外壁の改修を住民団体が行っ
たため（写真 3-59）、同月の「収穫祭」に合わせてレンタルスペースの運用
を開始した。その際、什器の配置も提案することで、レンタルスペース時
の使い方をイメージしてもらった（写真 3-60）。
（ⅰ）2016 年 10 月 収穫祭
　農業が盛んな岩沢地区で取れた作物を販売する地域イベント（以下、収
穫祭）に合わせて、最低限使用可能になった倉庫を 1 日限定で開放し、多
くの地域住民に実際に使用してもらい内部まで見学してもらった。
　当日は倉庫に対して使い方と配置の提案を行った。具体的には、倉庫を
ギャラリー、紙芝居、カフェとして用いた。壁には小千谷市の絵紙を展示し、
屋台を用いて、「おぢや震災ミュージアム」と協働で紙芝居を実施した。も
う一台の屋台は、学生がコーヒーを提供するスタンドとして利用した。屋
台は外部空間に持ち出し、屋台と垂直になるように長椅子を配置し、地域
住民が休める場を形成した。また倉庫と農家レストランの間のスペースに
はパレットを持ち運び、飲食スペースとして利用された。
　当日は 200 人以上の地域住民が訪れた。当日は小千谷市内から母親同士
写真 3-56　イベント時の内観
写真 3-57　屋台が空間を作る様子
写真 3-58　WS 時の風景
写真 3-59　外壁改修後の外観
写真 3-60　什器配置の提案
3-6-2　運営の実践
（１）概要
（２）実践の詳細
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がお互いの子供を連れ合って訪れるような客層が多数を占めた。市内に住
む 30 代の母親は「市内で母親たちが子供を連れて借りられる場所が欲しい」
と述べた。市内にはレンタルスペースが少なく、特に本倉庫のような 100
㎡を超えるものは確認できなかった。
　また使い手の層を増やすために、地域住民に対して本活動を周知し
た。具体的にはロゴやリーフレットを作成し、地域住民に配布した（図
3-17,18,19,20,21）。リーフレットでは 2016 年 10 月時点での学生の活動に
ついてまとめ、倉庫の使用方法についての説明を加えた。同時に倉庫の短
期的な使い手も募集した。 図 3-17　ロゴ
図 3-18　リーフレット 1枚目
図 3-20　リーフレット 3枚目
図 3-19　リーフレット 2枚目
図 3-21　リーフレット 4枚目
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（ⅱ）2016 年 12 月 レンタルスペースの提案、倉庫使い方ワークショップ
　2016 年 12 月に、倉庫をレンタルスペースとして運用する提案を住民団体
に対して行った。
　提案内容としては、翌年 4月に開業する農家民宿の受付やイベントスペー
スだけでなく、レンタルスペースとして貸し出しながら資金を得て、少し
ずつ改修及び機能を加えていくものであった（図 3-22, 写真 3-61）。今まで
はイベント時のみの利用であったものを、より日常的に使われることを目
指した。具体的には週に一回からでも住民団体がカフェなどとして倉庫を
開き、地域住民に使ってもらうことで、レンタルスペースを運用しようと
した。その際、収穫祭時に訪れた客層から親子カフェ、まちの居酒屋、ま
ちの本屋などを考えた。
　また同月には倉庫の使い方を考えるワークショップを地域住民と学生計
15 名ほどで実施した（写真 3-62）。その際の提案としては、レンタルスペー
ス、体験教室、バザーなどどれも倉庫を地域住民に対して使ってもらう提
案であった。
　しかしそれらの意思決定プロセスの過程で住民団体メンバーから出た意
見は否定的な意見が多く、すぐには運用を開始することができなかった。
意見の大半は「ハード面（外壁、内壁、床等）の整備が優先」というものだっ
た。否定的な意見に対し、10月の収穫祭時に最低限使用可能であった実績や、
多少の破損が見られても運営が成功している事例を紹介を行ったが、早期
の運用は実現できなかった。12 月以降は倉庫を活用する目的を再確認する
打ち合わせを重ね、外壁を改修しモルタル剥落の危険性が担保され次第運
用を開始することに決定した。
（ⅲ）2017 年 7 月 地域保育園と連携したワークショップ
　使い手の層を増やすために、地域の保育園と連携し課外活動の一環とし
て屋台の装飾となるランタンカバー作りワークショップを実施した（写真
3-63,64）。当日園児は 20 名程度参加し、4 グループに分かれそれぞれ一つ
ずつランタンカバーを製作した。製作の際、パレットを机として用い、装
飾部分に園児がそれぞれ絵を描いた。本活動は小千谷市新聞に取り上げら
れた（写真 3-65）。
図 3-22　提案の一部
写真 3-61　提案の風景
写真 3-62 ワークショップのまとめ
写真 3-63 パレットを用いて絵を描く様子 写真 3-65 掲載された小千谷市新聞
写真 3-64 お披露目する様子
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（ⅳ）2017 年 7 月 地域のサイクリングイベントとの連携
　200 人以上が参加する地域のサイクリングイベントと連携し、レース終了
後の昼食会場として倉庫を利用した。その際、倉庫の床は土間であり外部
と一続きであるため、靴のまま中に入ることが可能でき、休憩する姿が見
られた（写真 3-66）。また外部空間の屋台は、立ち話をする拠り所となった
（写真3-67）。当日は昼食会場だけでなく、屋台を用いて飲食物の販売を行い、
地域住民も訪れた（写真 3-68）。
（ⅴ）2017 年 10 月 収穫祭にてレンタルスペースの告知
　前年度同様、収穫祭時に倉庫を地域住民に開放した。今回も前回同様カ
フェ、ギャラリー等として用いた。同月に外壁の施工を住民団体が行い、
レンタルスペースとして運用する合意が取れたため、ロゴやチラシを作成
し、レンタルスペースの告知を地域住民に対して行った（図 3-23,24）。ま
た倉庫の名称も「アチ庫ホール」に決定した。名称の由来は住民団体の名
称からである。
　ロゴは下屋を解体した跡が残った正面外観をモチーフに、地域住民を始
めとした多様な人々を受け入れるような場を想起させるデザインとして、
カラフルな縦線を用いた。
写真 3-67 屋台が外部空間を形成する 写真 3-68 地域住民が訪れた様子写真 3-66 土間にそのまま入る様子
ーホ ルア チ 庫
図 3-23　ロゴ
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舞台
Stage
休憩スペース
パレットを並べ
直すことで
異なる使い方
となる。
Resting space
中庭
料理の提供 屋台が作る空間
Courtyard
Street stall space
農家レストラン
Restaurant
アチ庫ホール
アイデア次第で自由に使える
元倉庫の大空間。
ママさん会の集まりや飲み会の会場などの日常的な利用から、
ギャラリーや発表会などのイベント会場としても使えるフリースペース。
最大 40 名以上収容可能な大空間。
料金
一棟丸ごと貸切　1000円 /１時間
　　　　　　　　5000円 /１日
予約
アクセス
- 小千谷市岩沢のレンタルスペース -
１時間 1000円からのレンタルスペース。
いろいろ使えるレトロな空間。
ーホ ルア チ 庫 2017
Octorber
vol.1 10/29
子供達とのワークショップ 夜景の様子
越後岩沢駅
アチ庫ホール
駐車場至十日町
至小千谷
117
117
岩沢アチコタネーゼ事務局 
〒949-8724 
新潟県小千谷市大字岩沢 1006
駐車場あり。
越後岩沢駅より徒歩 2 分。
メール：iwasawa.acc@gmail .com
電話：0258（89）8220 
※アチ庫ホールレンタル希望とお伝えください。
※長期のご利用はご相談ください。
オープニング
プライス！！
図 3-24　チラシ
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　シャッターが閉じた空き倉庫を複合的な用途の多目的スペースとしてま
ちに開いた。設計提案としては、既存の空き倉庫に対して、農家民宿のフ
ロント機能、イベントスペース、レンタルスペースとしての機能を付加した。
具体的には木製建具と持ち運べる家具を設計した。木製建具は大開口する
ことで、内外を一体に用いることができる。また持ち運べる家具は、住民
が自ら配置を工夫し、食事会や発表会、物販など様々な使い方に対応する
ことができる。改修は地域の大工と協働で行った。木製建具の施工に関し
ては、学生自らできる部分と建具屋に依頼する部分とをすみ分けることで、
精度を保った。またアクリル板の固定方法などを工夫し、アクリル板が劣
化した際も住民自ら取り替えることが可能な仕様にした。家具は廃材を用
いることで、費用を抑えた。最低限使用可能な段階から利用することで、
運用方法を検討しただけでなく、地域住民などに対して使ってみせること
で使い手の層を増やした。レンタルスペース等として、地域住民も自由に
使える場所にした。
　
3-7　小結
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　青梅市中心市街地は人口流出が進行し、空き店舗や空き家が増加するな
ど衰退している。そこで中心市街地活性化法に基づく基本計画策定のため
2015 年 4 月にまちつくり青梅が設立された。まちつくり青梅は、空き店舗
を市場流通化する不動産事業を行う。2017 年 9 月時点で物件提供した 20 軒
のうち 10 軒が契約成立した。しかし、青梅駅周辺には依然空き店舗が多く
残る。そこでシャッターが閉まった空き店舗に対して、最小限の手を加え
ることで、まちに開く。そして地域に対してイベントを開き使ってみせる
ことで、借り手をつける活動を行う（図 4-1）。
図 4-1　活動コンセプト
使われ方、客層などがわかる。
地域とのネットワーク形成。
2. イベントで地域に開く。
他の空き家
次の空き家を DIY する。
またそこを学生の居場所とする。
4. 他の空き家へ移る。
DIY
学生
繋がり
ヤマガタ借り手 地域の人
地域とのつながりは引き継がれる。
学生は次の空き家へ移る。
3. 借り手が見つかる。
DIY
学生 ヤマガタ
1. 一階を DIY する。
簡単な改修をし、
活動する学生の居場所となる。
学生とヤマガタ 地域の人
4-1　活動の背景
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　青梅は江戸時代に江戸と甲州をつなぐ宿場町として発展した。平野部と
山地部の間にある青梅は、平野と山地の生産物（米穀類や炭・薪など）の
交換場所としての役割を担っていた。青梅がたんなる谷口集落ではなく町
として発展できたのは、多摩川が関東山地に食い込むことで道が開け江戸
と甲州を結ぶ経由地としての宿場町になれたからだと言われる。
　青梅市では、1947 年から 1957 年まで、昔の布団を覆う生地である「青梅
夜具地」が全盛期となった。繊維がガチャと音がすれば萬（お金）が入る
という意味で、「ガチャ萬景気」と呼ばれた（写真 4-1）。それに伴い娯楽産
業も増え、映画館、ボーリング場、スケート場などが栄えました。青梅市
の中心市街地は活気に満ち、看板建築もこの頃から増え始めた（図 4-2）。
　谷口は宿場町として栄えるのには有利だったが、土地の広さに限界があっ
た。そのためガチャ萬景気後は青梅市中心市街地ではなく東部の台地部で
新市街地の開発が進行した（図 4-3,4）。しかし、結果的に青梅駅周辺は大
規模な開発からは取り残されたため、看板建築をはじめとした歴史的な建
造物が多く残った。
　そのように青梅駅周辺の中心市街地は、都心から遠く過剰な開発が行わ
れなかったため、江戸・明治以来の蔵のある町家や昭和 30 〜 40 年代の看
板建築が多く残り、古い町並みを形成している（写真 4-2,3,4）。
 ©2017 Google  ©2017 Google ZENRIN 1 km  ©2017 Google  ©2017 Google ZENRIN 1 km 
青梅駅
至甲州
多摩川
至江戸
江戸と甲州の経由地として栄える。
東部の台地部を中心に
市街地が拡大していった。
青梅駅
河辺駅
至甲州
多摩川
至江戸
江戸〜明治
町家
町家が建ち並んでいた。
町家や看板建築が混じりあっていった。
昭和以降
看板建築
図 4-2　看板建築が増える様子
写真 4-1　当時の写真
図 4-3　江戸時代の青梅
写真 4-2　青梅の看板建築 写真 4-3　青梅の町家 写真 4-4　青梅の町並み
図 4-4　戦後の青梅
4-2　対象敷地
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　青梅市と青梅商工会議所が中心となり、中心市街地活性化法に基づく基
本計画の認定を受けるために 2015 年 4 月に設立した。まちつくり青梅は地
域活性化のために、地域の飲食店を有機的に連携させることを目的とした
マルシェ事業（以下、青梅マルシェ）や、市場に出回っていない空き店舗
を市場流通化する不動産事業（以下、アキテンポ不動産）などを行う（図
4-5）。
　アキテンポ不動産は 2016 年 1 月に開始した。アキテンポ不動産では、ま
ず地域の自治会長や商店会長を経由し、空き店舗の家主に対して賃貸供給
の交渉を行う。しかし、契約件数は空き店舗として目視で確認できた 100
軒のうち 5軒程度のみであった。同時に見学会等を行い、借り手を募る（写
真 4-5）。2017 年 9月時点で物件提供した 20軒のうち 10軒が契約成立した。
　アキテンポ不動産を経由して開業した店舗のうち、例えば MO ギャラリー
がある（写真 4-6）。MO ギャラリーではアキテンポ不動産の物件情報が展示
されており、現在は子育てステーションとして無人で開放している。
　またサイクルハーバーという自転車の基地もある（写真 4-7）。青梅は多
摩川の渓谷の風景を楽しめるので、川辺でバーベキューをしに来る人も多
いが、山の中を自転車でツーリングに来る人も多い。しかし、都心から自
転車で青梅まで訪れるには遠い。そこでサイクルハーバーは自転車を預か
る用途を持つことで、青梅までは電車で来て、青梅からツーリングを始め
れば秩父まで行って帰ってこられるプランを提供する。
図 4-5　アキテンポ不動産ロゴ
写真 4-5　空き店舗見学会の様子
写真 4-6　MO ギャラリー
写真 4-7　サイクルハーバー
4-3　まちつくり青梅
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（１）概要
　対象の 2 軒の空き店舗は青梅市中心市街地に位置する（図 4-6）。どちら
も商業エリアと住居エリアの境に位置する。居住者は徒歩で青梅駅に向かっ
たり、青梅街道沿いのバス停から東の市街地へ向かう。
　1 軒目は元靴屋だった空き店舗（以下、ヤマガタ）である（写真 4-8、図
4-7,8）。ヤマガタは昭和 30 年代竣工の木造 2 階建ての看板建築である。1
階前面は店舗部分、1 階奥と 2 階は居住空間であった。2 階の居住空間は和
室であり、昭和 30 年代の柱・梁・鴨居・欄間・襖等がそのまま残る。ヤマ
ガタの延べ床面積は約 70 ㎡であり、各階の床面積は 1 階が 38.5 ㎡、2 階が
31.5 ㎡である。
　2 軒目は元弁当屋だった空き店舗（以下、元弁当屋）である（写真 4-9,
図 4-9）。元弁当屋は昭和 30 年代竣工の木造 2 階建ての看板建築である。1
階前面は店舗部分、1階後方と 2階は居住空間であった。
- 店舗部分 -
N
- 和室 -
N
- 店舗部分 -
N
100m
青梅駅
はぎわら
ヤマガタ
元弁当屋
住居エリア
商業エリア
図 4-6　敷地図
図 4-7　ヤマガタ 1階平面図 図 4-8　ヤマガタ 2階平面図 図 4-9　元弁当屋平面図
写真 4-8　ヤマガタ外観
写真 4-9　元弁当屋外観
4-4　対象建物
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（２）既存建物状況（図 4-10）
　既存の二軒の空き店舗の既存状態として、まずどちらも家主の荷物置き
場として使用されていることが挙げられる。そのため家主はこれらの空き
店舗を物置以上のものとして認識しておらず、この物置を他人に貸すとい
う感覚が薄いと考えられる。また破損状況として、ヤマガタは内壁のクロ
スが汚れているほか、ショーウィンドウのガラスに靴屋だった当時の張り
紙が貼ってある他、2 階部分が若干傾くなどの構造的な問題を抱える。元弁
当屋は、内壁のクロスは剥がれ、床部分にも若干の破損が見られ、また既
存のカウンターも壊れている。加えてどちらも設備面は水道は通っていな
い。ヤマガタは電気も通っていないが、元弁当屋は電気は通っている。一
方でどちらも単純な住宅ではない店舗のため、通りに面し、比較的駅に近
いなどの商業的な優位性を有する。また土間を有し、間口が広いなどの建
築的特徴を持つ。
図 4-10　2 軒の空き店舗の既存状態
対象の 2 つの空き店舗の既存状態
使い手
水道
トイレ
冷暖房
電気
内壁
外壁
床
開口部破損
什器
荷物
使い手
水道
トイレ
冷暖房
電気
内壁
外壁
床
開口部破損
什器
荷物
最低限
使用可能
整備必要
最低限
使用可能
整備必要
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　最小限の手を加えるだけでシャッターが閉まった空き店舗をまちに開き、
使ってみせることで使い手を探した。
　2017 年 4 月〜 10 月は 1 軒の空き店舗に対して、11 月〜 12 月は 2 軒の空
き店舗と空き駐車場に対して片付けと最小限の DIY 改修を加え、町に開く
実践を行った（図 4-12）。今年度はまちつくり青梅の不動産事業で借り手が
つかなかった空き店舗を対象とした。
図 4-11　シャッターが閉じた空き店舗がまちにひらく様子
4-5　実践
（１）　概要：シャッターが閉まった店舗をまちに開く（図 4-11）
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　ヤマガタは住宅エリアと青梅駅前を含む商業エリアの結節点に位置して
いるため、簡単なしつらえを施すだけで、人が集う場となると考えた。し
かし、ヤマガタの内部は家主の荷物で埋まっておりそのままでは使用する
ことが困難だった。そこで、まず 2017 年 5 月 1 日に片付け及び最小限の
DIY 改修を加えた（写真 4-10,11,12）。次に 2017 年 5月 3日の青梅大祭時に、
1 日限定のカフェにしつらえることで、地域住民に対して使ってみせた（写
真 4-13,14,15）。
　当日は 100 人以上が利用し、写真展としての短期的な利用申し込みがあっ
た。写真展企画者の O 氏は「前回訪れた時は荷物が多く積まれており目に
留まらなかったが、今回片付けられた内部を見て、使い方をイメージでき
た。」と述べた。また家主側にも、家主自ら 1 日中シャッターを開けてみる
実験を行ったり、電気を開通するなどの変化が見られた。
-2017年4月
空き店舗の状態
2017年5月
片付け及び白で塗装
2017年6月
椅子の製作
通りに対して、シャッターが
降りていた。
最低限使えるように改修し
、通りに開いた。
簡易的に椅子を製作し、く
つろげる空間にした。
2017年12月 活動の場所を3ヶ所に広げる
約 140mはぎわら
受付・カフェ
1 階：活動の展示
2 階：看板建築展示
参加型展示
ヤマガタ
元弁当屋
看板建築
町家
図 4-12　活動の概要
4-5-1　運営の実践
（１）1軒の空き店舗を使ってみせる
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　５月以降も簡易的な椅子を製作し、イベントを実施した。しかし小千谷
市岩沢地区の倉庫が大空間を保持するのに対し、ヤマガタは比較的規模が
小さいため、1 拠点のみだとできることが限られた。また、まちなかに人の
流れを生み出すことができず、地域住民との接点を作れなかった。
（ⅱ）2017 年 5 月 3 日青梅大祭
　2017 年 5 月 1 日に片付けと簡易的な改修を行い、最低限使用可能な状態
となった。そこで翌々日の 5 月 3 日に行われる青梅大祭時に、ヤマガタを
開いてみてはどうかとの提案が家主からあった。そこで急遽ヤマガタをカ
フェとしてしつらえ、当日の青梅大祭時にオープンさせた。5 月 1 日の改修
時には、壁を白く塗った他、内部の商品棚部分に合板を引き簡易的な椅子
を設けた。青梅大祭時は、通りに多くの人が訪れることが予想されたため、
通りに対して合板を用いた簡易的なテーブルと椅子をしつらえた。
　当日は地域住民を中心として、100 名以上の方々がヤマガタを利用した。
青梅大祭には通りに休憩するスペースがなかったこともあり、多くの地域
住民がなかで休憩した。その際、多くの方からヤマガタが昔靴屋だった頃
のお話を聞いた。中で休憩している人同士も知り合いのことが多く、ヤマ
ガタの昔話をしていた。
　訪れた方々の中で毎年青梅地域の複数の拠点を用いて写真展を行う O 氏
がいた。O 氏は以前にもヤマガタに来たことがあったが、その際は荷物が積
み上がっていてここが写真展の会場として用いるとは考えられなかったが、
今回キレイになったヤマガタを見て、借りたいと思った。ぜひ会場として
使わせて欲しいと述べた。実際、写真展は同年 11 月に 3 週間にわたり開催
された。
　ヤマガタの家主も当日は様子を覗きに来た。今まで物置として使ってい
たヤマガタが大勢の人に使われている様子を見て、翌々週に電気を通した
り、自らシャッターを開けて休憩スペースとして開放するなどの変化が見
られた。
（ⅲ）その他イベント
　5 月、6 月、7 月の青梅マルシェと同日に、ヤマガタも地域に対して開放
した。例えば子供向けのイベント落書きカフェを 1 日限定でオープンした
り（写真 4-16,17）、カフェ（写真 4-18）や、ブックカフェとしてのしつら
えも行った。ブックカフェに関して、家主の協力の元、無人での営業も複
数回行い、地域住民がブックカフェで本を購入したことが確認された。
　しかし、小千谷市岩沢地区の空き倉庫が大空間を保持するのに対し、ヤ
写真 4-10　片付け前
写真 4-11　片付け後
写真 4-12　塗装後
写真 4-13　青梅大祭時外観 写真 4-14　青梅大祭時の外部の使われ方 写真 4-15　内部の使われ方
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らくがきCafe
＠ヤマガタ
5 月 21 日 (Sun) 10:00-17:00
青梅駅
青梅マルシェ会場
ヤマガタ
らくがき黒板
大きな黒板に、
たくさん落書きできます！
もちろん無料で、
マルシェで買い物したら
休憩がてらどうですか？
子供だけじゃなく、大人用のコーヒー等もご用意して
おります！どうぞ休憩に使ってください！
ルームプレート作り
Cafe＋休憩所
オリジナルのルームプレートを作成できます。
料金は 200 円から！自分だけのオリジナルの
ルームプレートを作ってみませんか？ 青梅マルシェと同時開催！
気軽に寄ってみてください！
マガタは比較的規模が小さいためできることが限られた。また地域に人の
流れを生み出すことができず、地域住民との接点を作ることができなかっ
た。
写真 4-16　チラシ 写真 4-17　らくがき cafe の様子 写真 4-18　6 月のイベント時の内部
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（ⅰ）概要
　11 月以降は拠点を 3 ヶ所に点在させ、複数の拠点を繋げることで町中に
人の流れを生み出し、地域住民との接点を増やす試行をした。
　具体的には、青梅には看板建築を始めとした歴史的建造物が多く残るた
め、それらの既存の建物を生かし、街全体を博物館に見立てた看板建築の
展示会を行った（図 4-13）。具体的には 3 つの拠点を用いて展示を行い、そ
れら拠点を歩いて巡る中で青梅に点在する看板建築自体を鑑賞してもらう。
見学者は、各看板建築を含む歴史的建造物の説明が記載された地図をもと
に町巡りを行う。
　3 つの拠点としては、ヤマガタ、ヤマガタの家主が営む紳士服店（以下、
はぎわら）の駐車場、元弁当屋を用いる。はぎわらはヤマガタの向かいに
位置し、元弁当屋は東に約 140m の場所にある。
　ヤマガタの 1 階では今までの活動の展示、2 階では居住部分を公開し看板
建築の展示を行う（写真 4-19）。看板建築であるヤマガタに入ること自体も
体験型の展示と捉える。そのため 2 階の展示会場の設計においては、展示
ボードの下地部分を糸で構成することで、既存の柱・梁・壁・欄間・襖等
を鑑賞する妨げにならないような意匠とした。はぎわら駐車場では、合板
を用いた簡易的な机や椅子を設置し受付・カフェとしての空間をしつらえ
た。元弁当屋では参加型の展示をおこなった（写真 4-20）。元弁当屋の改修
は、ヤマガタ同様のプロセスで、片付け及び最小限の DIY 改修を加えた。
　当日は 80 人以上が訪れた。来訪者は 3 拠点を巡る中で青梅のまちなかを
地図を参考に歩き、その中で地域住民と交流する場面も見られた。それぞ
れの拠点では通りがかりの地域住民が足を止め立ち寄る場面が多く見られ
た。特に元弁当屋では、参加型展示の様子を通りに対して見せるように実
施したため、ヤマガタやはぎわらよりも多くの地域住民が立ち寄った。
写真 4-19　ヤマガタ 2階の様子 写真 4-20　元弁当屋の様子
（２）2軒の空き店舗と空き駐車場を使ってみせる
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◎ 3 拠点をつなぎ、各拠点を巡らせることで、まちなかに人の流れを生み出す。
1. 受付をする
＠はぎわら駐車場
2. 展示を見せる＠ヤマガタ 3. 展示に参加する＠元弁当屋
簡易的な机と椅子をしつ
らえ、受付とカフェを行
う
看板建築であるヤマガタ自体に
入り込む体験型の看板建築の展示空間
青梅の街並みの未来を描く参
加型のワークショップを行う
巡る中で
地域住民との
接点を持つ
既存の
歴史的建造物
を巡る
受付の様子
配布した青梅の建築地図
既存の柱・梁・
欄間を見せる
外を眺める
手を加えた箇所
2階：看板建築の展示
1階：活動の展示
壁を立てる
ことで
簡易的な展
示スペース
を作る
＋地図
巡る中で
地域住民との
接点を持つ
既存の
歴史的建造物
を巡る
＋地図下地を糸で構成する
手を加えた箇所
図 4-13　設計の詳細
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（ⅱ）青梅の看板建築を巡る展 -青梅の町全体が博物館になっちゃいます -
　12 月 17 日に実施した「看板建築を巡る展 - 青梅の町全体が博物館になっ
ちゃいます -」についての詳細を述べる。
　先に述べたように 11 月以降は拠点を 3 ヶ所に点在させ、複数の拠点を繋
げることで町中に人の流れを生み出し、地域住民との接点を増やす試行を
した。その具体的な企画が青梅に多く残る看板建築を始めとした歴史的建
造物を活かし、街全体を博物館に見立てた看板建築の展示会である。
【物件選定】
　まず 3 拠点での展示会を行うにあたって、ヤマガタ付近にある複数の場
所から物件を選定した。1 つ目の候補は、ヤマガタの向かいにあるヤマガタ
の家主が営む紳士服店はぎわらの駐車場で、駐車場を利用することは事前
に家主に伝えてあった。2 つ目は、ヤマガタより東に 140m ほどに位置する
場所に、アキテンポ不動産に掲載されている「元弁当屋」があった。そこ
で元弁当屋を候補にし、まちつくり青梅のスタッフを経由し、家主とアポ
イントをとった。初めて家主に会ったのが 11 月中旬である。
　家主とは元弁当屋の内部にて、家主、学生 2名、まちつくり青梅のスタッ
フ 1 名で打ち合わせを行った。内部は家主の荷物だけでなく、ご兄弟の荷
物も多く積まれており、自分の意思で全て捨てられるわけではないとのこ
とだった。初回の打ち合わせでは、使用許可をいただき、また次回片付け
を行う日を決めた。
【元弁当屋の片付け】
　片付けは家主と学生 2 名、まちつくり青梅のスタッフ 1 名で行い、前述
した通り廃棄は難しかったため、荷物をできる限り奥に寄せ、展示を行え
るスペースを確保した。その際、片付けられた元弁当屋をみて、家主も驚
いていた。
【広報】
　本活動で多くの集客を実現するために、11 月 17 日より随時 facebook ペー
ジより発信を行った（図 4-14)。イベント当日 12 月 17 日の一ヶ月前からイ
ベントページを作成し、随時発信していくことで多くの反応を頂いた。結
果的にそのイベントページのリーチ数は 11000 人まで到達し、閲覧者数は
1000 人を超え、回答者数は 300 名を超え、当日は 80 人以上が訪れた。
　広報に関して、ただ発信を行うだけでなく受け手に与えるイメージを考
えながら行った。具体的にはロゴやイベントのイメージを伝えるカバー写
真、チラシなどである。
　ロゴやチラシに関して、本研究室修士 1 年の三友かんなさんと協働で製
作を行った。ロゴは青梅の町全体を巡ることをコンセプトに、ひとつなぎ
で青梅の町並みや人が歩く様子を表現した。ロゴはレーザーカッターで
加工するなど、イベント当日は看板などの多くの場所に使用した（写真
4-21）。
　チラシは 2 パターン作成し、図が当初 facebook ページに載せていたもの
である。web 上で閲覧されることが想定されるため、情報量はできるだけ少
なくした。その後、詳細が決定した後、図 4-15 のように詳細なチラシを製
作した。詳細なチラシは、web 上で発信するだけでなく、実際に青梅で配布
青梅の看板建築を巡る展
-おうめの街全体が、 博物館になっちゃいます -
12/17
　青梅は都心から遠いためか過剰な開発から取り残され、
現在でも江戸から続く蔵のある町家や昭和 30-40 年代の看板建築が残り、 古い町並みを形成しています。
そこでもう一度看板建築の価値を見つめ直す展示会を、 ３つの看板建築を用いて行います。
※当日は、
はぎわら駐車場で受付、
その後ふたつの看板建築で
行われる展示を順に回って頂きます。
- 看板建築に忍び込もう！展 -- 看板建築を知ろう！展 - - 未来を描こう！展 -
青梅駅
MAP
青梅マルシェ
はぎわら
ヤマガタ
元弁当屋
(Sunday)
10:00-17:00
ヤマガタ 元弁当屋はぎわら駐車場
図 4-14　チラシ 1
写真 4-21　ロゴの写真
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図 4-15　チラシ 2
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したり、青梅駅周辺のカフェなどの店にお願いし掲示してもらったりした。
またヤマガタや元弁当屋のシャッター部分に A0 サイズで印刷したチラシを
貼っておくことで、普段通りを通る住民がチラシを見てくれた。当日は実
際にそれをみて来てくれた方々も大勢いた。
　またこれらの facebook での発信やチラシの効果もあり、12 月 10 日か
ら 12 月 16 日にヤマガタと元弁当屋を施行していた際には、読売新聞や毎
日新聞の記者が訪れた。その際、読売新聞の記者から 2 時間程度のインタ
ビューを受け、12 月 14 日の読売新聞多摩版の朝刊に本活動が掲載された（図
4-16）。地域住民は、掲載された記事をみて来てくれたという方々も多くい
た。
　以上のように、広報面に関してロゴやチラシなどで発信をブランディン
図 4-16　2016 年 12 月 14 日の読売新聞
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グしながら、facebook や新聞、現地の店やシャッターにチラシを貼るなど
多角的な広報活動を行った。
【青梅の街中建築マップ】
　本企画のコンセプトは青梅の町全体をめぐってもらうことだったので、3
拠点をめぐってもらうだけでなく、青梅に点在する歴史的建造物の説明を
加えた地図を製作することで、より回遊性が増すと考えた。
　そこで青梅の街中建築マップを製作した。青梅に点在する 21 軒の看板建
築や町家を選定し、説明を加えた。説明に関して、既存歴史的建造物の歴
史的価値を認識してもらうために、書籍等より情報を得て、記述を加えた（図
4-17)。
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①はぎわら
ヤマガタのオーナー自身が営む紳士
服店。間口が広く、半分は商品のディ
スプレイ、半分は駐車場となってい
ます。店内には、オーナー自身がセ
レクトした服や靴などが取り揃えら
れています。
今回の「青梅の看板建築を巡る展」
では駐車場をお借りして、受付とカ
フェを行います。
オーナーセレクトの紳士服がディスプレイされています！
またヤマガタは以前はリーガルシューズ
の専門店でした。活動していると、地域
の方々からヤマガタの昔話をよく耳にし
ます。「地域で一番おしゃれなオーナーが、
地域で一番おしゃれな靴を売っていたお
店」と皆が口をそろえて言っていました。
当たり前ですが、今は空き店舗になって
しまっている建物でも、しっかりと地域
の人たちの記憶には残っていて、歴史は
積み重なっていることを感じます。
②ヤマガタ
首都大学東京の建築学生がDIY で改修中です！
「青梅の看板建築を巡る展」の会場でもあるヤマガタは、木造 2階建ての看板建築
です。ファサードと 1階店舗部分は洋風の造りですが、2階に登ると、畳や立派な
柱、鴨居、一枚板の欄間、繊維壁などが見え、そこは日本の伝統的和室となってい
ます。展示物だけでなく、ヤマガタという看板建築自体を楽しむことができます。
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首都大学東京 建築学科 権藤研究室
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青梅空き店舗「ヤマガタ」
改修プロジェクトで検索
③ゲストハウス青龍 kibako
ゲストハウスとして営業を始めた本建築は、
有形文化財にも登録されています。1926 年竣
工の、木造 2階建の看板建築です。外壁正面
は銅板張、側面は鉄板張で、正面 2階にバル
コニーを張り出し、人造石洗出し仕上げの円
柱や手すりを設け、軒まわりやパラペットに
装飾を凝らしています。青梅には戦後に建て
られた看板建築が多い中、戦前に建てられた
この看板建築をのぞいてみてはいかがでしょ
うか。1階はカフェとして営業しており、気軽
に入ることができます。
有形文化財に登録されている戦前に建てられた、
伝統的な看板建築です！
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④サイクルハーバー
2017 年 11 月に自転車の基地が青梅にオープンしました！
自然に囲まれる青梅の山中を走りに、自転車で来
る人は多いですが、都内から青梅への自転車移動
は大変です。そこで、サイクルハーバーに自転車
を預けておくことで、青梅までは電車で来ること
ができます。青梅からなら、付近の山々だけでな
く、少し足を伸ばして秩父の方まで行けます。帰
りはサイクルハーバーでシャワーを浴びて、少し
飲んでから帰る。そんな青梅の自転車の基地が青
梅にできました。1 階はカフェとしても営業して
いるので、自転車に乗らない人も気軽に訪れるこ
とができます。
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図 4-17　2016 年 12 月 14 日の読売新聞
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【看板建築の展示】
　ヤマガタ 2 階でおこなった看板建築の展示内容について述べる。展示は
A0 サイズの展示ボード全 6 枚分の展示を行った。1 枚目の展示では、本展
示の趣旨を説明した（図 4-18)。2 枚目の展示では、看板建築の概要につい
ての説明を加えた（図 4-19)。もともと町家だった形式を踏襲し、ファサー
ド部分が洋風化したものが看板建築だという説明をした。3枚目の展示では、
看板建築が持つ建築的特徴だけでなく、その歴史的な位置づけや価値を説
明した（図 4-20)。4 枚目では、具体的に青梅で看板建築が増えて今のよう
な街並みになっていった経緯を、歴史的観点から説明を加えた（図 4-21)。
5 枚目及び、6枚目では青梅の看板建築や町家に関する詳細な説明をした（図
4-22,23)。以上の展示の内容を、以下に示す。
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青梅は、
都心から遠いからか過剰な開発から取り残され、
現在でも昭和 30～40 年代の看板建築が多く残り
古い町並みを形成しています。
しかし近年看板建築の空き店舗化が進み、
徐々にその姿が町並みから消えつつあります。
そこで私たちは
看板建築の空き店舗を 3つ用いて、
埋もれてしまっている看板建築の価値を
再発見する展示会を企画しました。
本会場「ヤマガタ」では、
看板建築についての展示を「見る」だけでなく、
看板建築を「体験」することができます。
順に展示を見ていくだけでなく、
少し顔を上げて室内を見渡してみてください。
立派な一枚板の欄間、
当時の左官技術が用いられた繊維壁、
梅とうぐいすが水墨画で描かれた襖。
当時の生活の様子を感じることができます。
青梅の看板建築を
巡る展2017.12.17（日）10:00-17:00青梅の街全体が、博物館になっちゃいます。
- 企画 -
首都大学東京大学院建築学域 旧権藤研究室
- 協力 -
まちつくり青梅、ヤマガタオーナー様、
元弁当屋オーナー様、首都大学東京の後輩の皆様
ご協力頂きありがとうございました。
- 参考文献 -
藤森照信「看板建築の概念について（近代日本都市・建築史の研究 ）」（1975 年）、
青梅市教育委員会「青梅の町家」（1980 年）、『建築雑誌』Vol.116 二村悟「『看板建築』の技術を見て、近年の屋外広告について思うこと」（2001 年）、
「10＋1」No.44 横手義洋「看板建築考 様式を超えて」（2006 年）、根本陵平「旧青梅街道沿いの立面の移り変わりに関する研究」（2010 年）、山
崎和哉「青梅駅周辺における歴史的建造物の現存状況に関する調査」（2011 年）、アキテンポ不動産 HP、文化遺産オンライン等
図 4-18　展示ボード 1枚目
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　青梅駅周辺には約 162 件もの看板建築が残っていますが、青梅在住の方が「看板建築」という言葉を耳にすると「映画看板がかかった建物のこと（左図）」を思い浮かべるようです。看板建築とは中央図のような店舗併用住宅のこ
とです。1975 年の建築学会にて看板建築を命名した建築史家・藤森照信は「昭和 3年より、本格的に震災復興が行われるが、その中で、かつての町屋形式に代わるものとして、独自な洋風ファサードを持った都市居住形式が成立した。
それは、隣棟計画、平面計画、構造技術においては町屋形式を基本的に踏襲しながら、ファサードにおいては決定的に異なり、あたかも、建築躯体の前面に、衝立てを置いた如くにファサードをつけ、それをキャンバスとして、自由
な造形が試みられている。」と述べています。右図は川越市にある昭和５年築の看板建築「手打ちそば百丈」で、看板建築が説明されています。
参考文献 : 山崎和哉「青梅駅周辺における歴史的建造物の現存状況に関する調査」（2011 年）、藤森照信「看板建築の概念について（近代日本都市・建築史の研究 ）」（1975 年）、手打ちそば百丈 HP より引用
　近年、江戸時代から続く伝統的な町家が人気を博しています。町家が多く残る地域には、その古い町並みを一目見ようと多くの人々が訪れます。町家の構成は、間口が狭く奥に長いものが多く、一階前面が店舗部分、一階裏と二階
は住居部分となっています（左図）。実は、そのような伝統的な町家の形式を現代に踏襲しているのが、看板建築なのです。看板建築の構成を見てみると、正面外観と一階前面部分が洋風化し、残りは町家同様和風の造りとなってい
ます（右図）。明治維新後、日本国内において建築物の西洋化が進む中で、日本の多くの伝統的な技法が失われていきました。看板建築は西洋の文化を織り交ぜながらも、日本の伝統を受け継いでいるのです。
1. 青梅駅周辺に多く残る「看板建築」を知って
いますか？
2. 伝統的な町家の形式を現代まで踏襲している
のが看板建築です。
町家 看板建築
蔵
坪庭
蔵
坪庭
和風
洋風
虫籠窓
表格子
店（見世）
店舗部分
住居部分
中の間
（玄関）
台所 奥の間
手打ちそば百丈 HP より引用（川越市）
- ファサードの技法 -
衝立て状のファサードは木骨を何らかの材料により被覆
して作られる。モルタルやコンクリートなどが最も多く、
次に銅板張りなどが多い。
和風
洋風
店舗部分
住居部分
図 4-19　展示ボード 2枚目
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　看板建築には、江戸時代の伝統技術を継ぐ職人
の技術が用いられています。二村は、看板建築に
用いられる職人の技術について、江戸東京たても
の園にある二つの看板建築（左上図：丸二商店、
左下図：花市生花店）を取り上げ、以下のように
説明しています。
「丸二商店（昭和初期）では、小さな銅板片を巧み
に組み合わせて模様を形作っている。1階ガラス
欄間の上は扇型を重ねて波に見立てた「青海波」、
1階の柱には「亀甲」、右側部分は「杉綾目」、2
階の壁面は竹を編んだ模様の「網代」と、江戸の
暮らしを彩った江戸小紋が所狭しと並んでいる。
一瞬見ただけでは判別できないような、一見地味
な技術を用いて細部を仕上げているが、この技術
の差が多種多様な看板建築の違いであり、大きな
特徴であろう。「花市生花店」もまた銅版で造作さ
れた看板建築である。（中略）2階に見られる窓し
たのレリーフは左から牡丹、菊、朝顔、梅と、春
夏秋冬の和風の花が並んでいる。3階の細部には
聞くと蝶が四隅に配されており、花札のような絵
画の感覚が漂う。」
　従来、商家が営む町家は、職人が師匠からならった技術を用いることで、どの職人が手がけても一つの様式におさまっていました。しかし、町家に代わり看板建築が台頭してからは、「看板」という名の通り、多種多様なファサー
ドが町並みを形成するようになりました（左図）。横手は「覆うこと＝表現すること。看板建築のファサードは一枚のカンバスに見立てられることで、民衆の手による表現の場となった。この平面的なカンバスこそが、素人から芸術
家までの参加を可能にしたという説はたしかに的を射ている。」と述べています。右図は青梅にある 1926 年竣工の看板建築ですが、細部までこまやかな細工が施されています。
3. 看板建築は、日本において「民衆の手による
表現」が始まった象徴的な建築です。
4. 江戸時代の伝統技術を継ぐ職人の技術が使わ
れています。
軒周りやパラペットに
装飾を凝らしている。
銅板張の外壁。
戦前は不燃材として認められており、
安価で手に入ったため、
当時の看板建築には多く使われる。
人造石洗い出し仕上げ
の円柱や手すり。 2階バルコニーが張り出している。
1926 年竣工の有形文化財に登録される看板建築 ゲストハウス青龍 kibako
参考文献：「10＋1」No.44 横手義洋「看板建築考 様式を超えて」（2006 年）
町家の時代
職人
出桁造り 店蔵造り
同じ様式の町家が並ぶ 様々な表情を持つファサードが並ぶ
職人 商家
看板建築
芸術家
看板建築以降
写真：江戸東京たてもの園「丸二商店」
写真：江戸東京たてもの園「花市生花店」
参考文献：『建築雑誌』Vol.116 二村悟「『看板建築』の技術
を見て、近年の屋外広告について思うこと」（2001 年）
ヤマガタ 2階欄間
ゲストハウス青龍 kibako 正面外観
図 4-20　展示ボード 3枚目
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5. 江戸時代は宿場町として栄え、戦後は繊維産業を中心に栄えてきた青梅。
それに伴い、歴史が積み重なるようにして町並みも形成されました。
1.江戸と甲州をつなぐ宿場町として発展
2. 戦後は東部が開発され、青梅には歴史的建造物が多く残る
3. ガチャ萬景気により、町が賑やかに
4. 歴史のレイヤーが積み重なる青梅の町並み
　平野部と山地部の間に
ある青梅は、平野と山地
の生産物（米穀類や炭・
薪など）の交換場所とし
ての役割を担いました。
青梅がたんなる谷口集落
ではなく町として発展で
きたのは、多摩川が関東
山地に食い込むことで道
が開け江戸と甲州を結ぶ
経由地としての宿場町に
なれたからだと言われて
います。
　1947 年から 1957 年ま
で、昔の布団を覆う生地
である「青梅夜具地」が
全盛期となりました。繊
維がガチャと音がすれば
萬（お金）が入るという
意味で、「ガチャ萬景気」
と呼ばれました。それに
つれて娯楽産業も増え、
映画館、ボーリング場、
スケート場などが栄えま
した。街は活気に満ち、
看板建築もこの頃から増
え始めました。
　谷口は宿場町として
栄えるのには有利でし
たが、土地の広さに限
界があったため、戦後
東部の台地部で新市街
地の開発が進みました。
　しかし、結果的に青
梅駅周辺は大規模な開
発からは取り残された
ため、歴史的な建造物
が多く残りました。
　かつては奥に細長い
敷地に、町家が立ち並
んでいました。戦後、
看板建築などの建築が
増え、少しずつ町並み
が変わっていきました。
町家や看板建築以外に
も、近年よく見られる
形式の住居やペンシル
ビルなども立ち並び、
歴史のレイヤーが積み
重なったような町並み
となっています。
江戸から明治
町家
町家が建ち並んでいた。
町家や看板建築が混じりあっていった。
昭和以降
看板建築
青梅駅
東部の台地部を中心に
市街地が拡大していった。
至甲州
多摩川
至江戸
青梅駅
河辺駅
至甲州
多摩川
至江戸
江戸と甲州の経由地として栄える。
図 4-21　展示ボード 4枚目
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1. 元リーガルシューズショップ　ヤマガタ
6. 青梅には 162 件もの看板建築と
48件の蔵、80件の町家が残ります。
「青梅の看板建築を巡る展」の会場でもあるヤマガタは、木造 2階建ての看板建築です。ファサードと 1階店舗部分は洋風の造りですが、裏の
廊下に入り 2階に登ると、畳や立派な柱、鴨居、一枚板の欄間、繊維壁などが見え、そこは日本の伝統的な和室となっています。展示を楽し
むだけでなく、ヤマガタという看板建築自体を展示物と見立てることもできます。またヤマガタは以前はリーガルシューズの専門店でした。
ヤマガタで活動をしていると、地域の方々からヤマガタの昔話をよく耳にします。「地域で一番おしゃれなオーナーが、地域で一番おしゃれな
靴を売っているお店」と皆が口をそろえて言います。当たり前ですが、今は空き店舗になってしまっている建物でも、しっかりと地域の人た
ちの記憶には残っていて、歴史が積み重なっていることを感じます。
2010 年に行われた山崎らの調査によると、
青梅駅周辺には看板建築 162 件の他に、
蔵 48件、町家 80件もの歴史的建造物が残っていると報告されています。
本展示ではそれら看板建築を中心とした全 21件の歴史的建造物を紹介します。
今いるヤマガタや元弁当屋、
文化財にも登録されている看板建築のゲストハウス青龍 kibako などの
看板建築だけでなく、伝統的な町家なども紹介します。
またここで紹介する建物は受付で 100 円にて配布する看板建築MAPでも紹介されています。
ぜひ看板建築MAPを手に取り、説明を読みながら、
青梅の街を博物館に見立て「巡る」ように青梅散策を楽しんでいただければ幸いです。
4. ゲストハウス青龍 kibako2. 昭和レトロ商品博物館
ゲストハウスとして営業を始めた本建築は、有形文化財にも登録されています。1926 年竣工の、木造 2階建の看板建築です。外壁正面は銅板
張、側面は鉄板張で、正面 2階にバルコニーを張り出し、人造石洗出し仕上げの円柱や手すりを設け、軒まわりやパラペットに装飾を凝らし
ています。青梅には戦後に建てられた看板建築が多い中、戦前に建てられたこの看板建築をのぞいてみてはいかがでしょうか。1階はカフェ
として営業しており、気軽に入ることができます。
明治～大正に建築された木造 2階建ての町家。外壁は漆喰壁、板壁、屋根は瓦葺です。
東京電力青梅営業所だったものが、昭和 20年に谷村家具店として家具を販売し始め、
1999 年に町おこしの一環として昭和レトロ商品博物館に生まれ変わりました。
5. はぎわら
ヤマガタのオーナー自身が営む紳士服店。間口が広く、半分は商品のディスプレイ、
半分は駐車場となっています。店内には、オーナー自身がセレクトした服や靴などが
取り揃えられています。
6. いたや
細長い敷地に建つ木造 2階建ての看板建築で、裏には中庭や蔵があります。いたやは
昭和 20年代後半に始まった化粧品店でした。当初は、化粧品や手芸用品を扱っていま
したが、その後アクセサリー、ハンドバッグ等が加わり「おしゃれの店」となりました。
2018 年 4月からはクラフトビール屋として生まれ変わります。
3. サイクルハーバー
自然に囲まれる青梅の山の中を走りに、自転車で来る人は多いですが、都内から青梅
に来るのは大変です。そこで、サイクルハーバーに自転車を預けておくことで、青梅
までは電車で来ることができます。青梅からなら、付近の山々だけでなく、少し足を
伸ばして秩父のほうまで行けます。帰りはサイクルハーバーでシャワーを浴びて、少
し飲んでから帰る。そんな自転車の基地が、青梅にできました。
図 4-22　展示ボード 5枚目
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7. 元弁当屋
首都大学東京の建築学生がDIYで1日限定展示スペースに改修しました！元弁当屋さんだった店内には、当時の名残である商品受け渡しのカウンター
が残っています。今回の改修ではそのカウンターも活かしながら、参加型の展示を行います。「青梅の町並みを描くワークショップ」と題して、一緒
に町並みを作っていきます。完成した町並みは後日 facebook で公開予定ですので、楽しみにしていてください。
最後まで見ていただきありがとうございます。
本会場の展示では、まず看板建築の基本的な情報からその歴史的な位置付け、
看板建築に用いられる技術などについて説明しました。
また青梅の町並みが作られていった背景について知っていただき、
実際の建築物を紹介しました。
「青梅の看板建築を巡る展」は元弁当屋に続きます。
元弁当屋を見終わった後は、できれば青梅の街もめぐっていただけたらと思います。
なんとなく歩くのと、意識して歩くのでは、
だいぶ見方が違ってくると思います。
　西分神社への参道入り口である鳥居
が、看板建築の隙間にはさまっていま
す。昭和の雰囲気を感じさせる並びと、
鳥居が同居しています。個人的にお気
に入りな並びです。元弁当屋は前述の
通り「青梅の看板建築を巡る展」の会
場の一つです。岡埜製菓とは裏で一つ
の建物となっています。元弁当屋で展
示を楽しんだ後は、鳥居をくぐって西
分神社にも行ってみてはいかがでしょ
うか。
9. のさき
小さなサイズの看板建築です。個人的に西分町でお気に入りの看板建築。サイズ感、
外観前面の建具、看板の形を気に入っています。敷地の横が駐車場になっているため、
町家に衝立がくっつく看板建築の構成がよくわかります。
11. 棒屋
荷車の車輪や臼などを造る木工が代々続いた伝統的な町家。江戸時代後期から明治初
年に建てられた町家。代々木工を営んできましたが、明治初期には農業、養蚕等も手
広く行っていたようです。間口は8間ですが、当初は間口5間で、西側の3間は増築です。
12. えびす屋
上部は店蔵、下部は近年の住居の不思議な外観！店蔵を持つ町家で、明治初年から明
治 10年代までは呉服商を営んでいたみたいです。戦後調味料および雑貨商を始め、現
在は住居のみの利用のようです。外壁は漆喰壁、押縁下見板張りで、屋根は瓦葺き。
建築年代は江戸末期だと推定されています。
13. 山崎康夫家住宅
1803 年から続く伝統的な蔵造り木造の店蔵です。屋号の「坂下」が示す通り、道の前
は坂になっています。この坂は昭和 16年の道路拡張によって緩くされたもので、この
付近では南側の家を南に引き、山崎家も移動しました。それ以前の西分地区は街道両
側の家並の庇が接するほどであったといいます。
14. 繭蔵
重厚な大谷石造りの蔵がダイニング&ギャラリーにリノベーション！およそ 100 年前
から繊維業で栄えた青梅の布地保管倉庫として利用されており、平成 12年に全面改修
をし、「食と手仕事の出会い空間」をめざすダイニング&ギャラリーに生まれ変わりま
した。小屋はトラス組、屋根は切妻造桟瓦葺で、登録有形文化財にも指定されています。
10.kanno texitile
明治初期建築の蔵造り看板建築です！以前は「かねき」の屋号で、はかり屋を営んで
いました。間口 3.5 間、奥行き 3間の店蔵の看板建築、裏に木造の居住部があります。
そこを改修してテキスタイルのアトリエになります。アジアから集めた布や工芸の販
売、衣服の製作を行っているアトリエです。
8. 雪印牛乳、鳥居、岡埜製菓、元弁当屋
図 4-23　展示ボード 6枚目
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　ヤマガタに対しては 2017 年 5 月、6 月、12 月に片付けと最小限の DIY 改
修を行った。元弁当屋に対しては 2017 年 11 月、12 月に片付け及び簡易な
DIY 改修を行った。以下で詳細を述べる。
（２）ヤマガタに対する改修の実践
（ⅰ）片付け及び内壁の塗装
　5 月は 1 階内部の片付け及び内壁の塗装、簡易的な椅子の製作を行った。
まず内部に保管されていた家主の荷物の片付けや、内壁やショーウィンド
ウ部分のガラスの汚れを落とした（写真 4-22)。持ち運び出せる大きさの
荷物は、向かいのはぎわら（家主が営む紳士服店）の駐車場に保管したり、
ヤマガタ奥部の倉庫に保管した。今回家主の了解がとれていなかったため、
廃棄できた荷物はなかった（写真 4-23)。
　次に内壁を養生し、塗装を行った（写真 4-24,25)。その際、既存布クロ
スが塗料を吸い込んでしまい、想定以上の作業時間が生じた。最後に既存
商品棚部分に合板を敷くことで簡易的な椅子を製作した。作業量と費用は、
10 人工、約 3万円であった。
（ⅱ）既存椅子部分の拡張改修
　6 月は既存椅子部分の拡張改修を行った。本設計及び施工は首都大学東京
大学院建築学域平成 29 年度前期講座「建築構法特論Ⅰ」において協働で行
われた。主たる設計者は本学小泉研究室の横江優太氏である。そのため以
下に述べる設計内容及び施工計画については、横江氏を始めとした講義の
履修者を中心に行われた。施工結果について以下に述べる。
　椅子の座面には 12mm 厚の構造用合板を用いた。部材の取り方を以下の図
に示す（図 4-24)。材の歩留まりの比率を最大限にする割付とした。部材の
切断は予め出力しておいた紙を合板に貼り付け、ジグソーを用いて曲面に
沿って切断した（写真 4-26)。当初曲線を精度高く切断することは困難かと
思われたが、学生複数人で合板を抑えながら行うことで、ある程度の精度
は保てた。加えてサンダーで切断面のやすりがけを行った（写真 4-27)。施
工当日は 9 名の学生を 3 名ずつ「紙を合板に貼り付ける班」「合板を切断す
る班」「やすりがけを行う班」に分けることで効率的な作業とした。
　土台部分は合板をワッフル状に組み合わせたものを使用することで、曲
面の座面に柔軟に対応できるようにした（図 4-25、写真 4-28,29)。ワッフ
写真 4-22　片付け前
写真 4-23　片付け後 写真 4-24　塗装中の様子 写真 4-25　塗装後
写真 4-26　合板をジグゾーで切断する様子
写真 4-27　サンダーをかける様子
4-5-2　改修の実践
（１）概要
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ル土台は 2種類の大きさ（350mm × 400mm × 39 個、350mm × 550mm × 11 個）
を作成し、座面の大きさによって組み合わせを変えた。ワッフル土台の切
れ込み部分の加工は、工具による作業では精度及び効率が悪かったため、
レーザーカッターによる加工を行った。
　座面と土台の取り付けは、床が地面と平行ではなかったため、土台部分
と座面部分に隙間が生じた。そこで木片を切断しスペーサーを作成するこ
とで隙間を埋めた。また土台と座面が接する部分にはクッション材をかま
せることで、座面がずれることを防いだ（写真 4-30)。スペーサーとクッ
ション材を用い、水平器で水平を取りながら、座面の設置を行った（写真
4-31)。以上の作業量と費用は、16 人工、約 3万円であった。
（ⅲ）2階の片付け及び展示会場としての改修
　12 月は 2 階に対して片付けと展示会場としての改修を行った。まず 2 階
に多く残されていた家主の棚などを片付けた（写真4-32,33)。また既存の柱・
梁・床などを水拭きした。加えて、既存畳の状態が悪かったため、上から
新しくござを敷いた（写真 4-34)。また 6 節で述べた通り展示ボードの下地
には糸を用いた。糸を用いることで既存の柱・梁・襖・欄間等の鑑賞を邪
魔しない意匠とした。900mm × 1800mm の展示ボードとして用いるため、計
52 本の糸を均等に配した。両端部にはレーザーカッターで均等に切れ込み
①
①
②
②
③
③
④
④
⑤
⑤(裏)
⑥
⑦
⑦
⑧
⑧
⑨
⑨
⑥
□部材の採り方
既存ベンチ
布(アイボリー)
束
□座面の割り付けと束の配置
施工3
ワッフル土台
土台イメージ 土台平面図
図 4-24　割付図
図 4-25　ワッフル土台 3D 図及び図面
写真 4-28　ワッフル土台スタディーの様子
写真 4-29　ワッフル土台設置の様子
写真 4-30　クッション材
写真 4-31　施工後の様子
写真 4-32　片付け中の様子
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を入れた MDF 材を用いた。糸を結びつける際、52 本の糸の均等の引っ張り
力が異なるとたわみが生じてしまう。そのため両端部を一時的に所定の長
さの木材でビスで仮留めすることで、長さを固定した状態で糸の取り付け
を行い、たわみが生じるのを防いだ（写真 4-35)。下地は天井・床の両方向
から糸で引っ張り力を加えることで固定した。上端部分は天井に金物を取
り付け、糸を結びつけた。下端部分は畳画鋲を用いて畳に固定した。展示ボー
ド（スチレンボード）はてぐすで下地に取り付けた（写真 4-36)。作業量と
費用は 9人工、約 2万円であった。
既存の柱・梁・
欄間を見せる
外を眺める
下地を糸で構成する
（２）元弁当屋に対する施工の実践
　元弁当屋に対しては 2017 年 11 月、12 月に片付け及び簡易な DIY 改修を
行った。まず 11 月の片付け時には家主、学生 2名、まちつくり青梅のスタッ
フ 1 名で家主の荷物をできる限り奥側に寄せ、展示で用いることのできる
スペースを確保した（写真 4-37,38)。荷物は家主のものだけでなく、ご兄
弟のものもあり、全てを捨てることはできなかったためである。また 2 階
部分も物置として利用されていたが、家主の意向で使用することはできな
かった。
図 4-26　ヤマガタアクソメ図
写真 4-33　片付け後
写真 4-34　ござを敷く様子
写真 4-35　糸を取り付ける様子
写真 4-36　会場の施工が終わった様子
写真 4-37　片付け前
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　12 月の施工時には、道路正面側を除いた 3 面に簡易的な壁を製作し、展
示空間とした。1800mm × 900mm × 3mm 厚のベニヤ及び 30mm × 40mm の垂木
を下地として、壁面を作った。壁面は足元部分に垂木で構成した土台を設
ける他、既存壁部分にビス打ちすることで固定した。3 方面に壁面を立ち上
げた後、展示のシートを貼り付けた。高さ 1800mm のうち上 900mm は展示部
分とした。下 900mm は布で覆った。また既存のカウンターが破損していた
ので、合板で補強するなどした（写真 4-40,41)。作業量と費用は、12 人工、
約 2万円であった。
壁を立てる
ことで
簡易的な展
示スペース
を作る
手を加えた箇所
図 4-27　元弁当屋アクソメ図
写真 4-38　片付け後
写真 4-39　施工後
写真 4-40　正面外観
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　青梅市中心市街地のシャッターが閉まった空き店舗に、最小限の手を加
えることでまちに開き使い手を見つける活動を行った。1 つの空き店舗を用
いた活動時には、家主の空き店舗に対する意識の変化や、短期的な借り手
が見つかるといった効果が見られた。3 つの拠点を用いた活動時には、各拠
点をつなげ巡らせることで、町中に人の流れを生み出し、来訪者と地域住
民との間の交流を確認できた。地域住民にとっては、まちなかで通りがか
りに立ち寄れる公共空間的な役割を果たした。
4-6　小結
第５章　まとめ
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　本研究では、小千谷市岩沢地区の空き倉庫と青梅市中心市街地の空き店
舗に対して、設計提案だけでなく、最小限の DIY 改修によりシャッターが
閉まった空き倉庫・店舗をまちに開く実践まで行った。
　1 章では、地域のコミュニティーの核となる 2 施設を計画するにあたって
の社会的な背景やその必要性について論じた。具体的には、近年地方や都
市の郊外において中心市街地の空洞化が進行し、それに伴い中心市街地で
は物流・商業機能だけでなく公共性も失われたことを背景とし、地域活性
化活動を受け入れる多目的なスペースが必要であることを述べた。対象と
する新潟県小千谷市岩沢地区及び東京都青梅市中心市街地でも同様の状況
であり、そのため通りに面する空き倉庫・店舗を用いて、地域のコミュニ
ティーの核となる 2 施設の計画を行うに至った。また対象敷地と対象建物
についての概要も述べた。特に対象建物はいずれも単純な住宅としての機
能ではなくかつて物流・商業的な役割を担っていた倉庫・店舗のため、通
りに面することや比較的駅に近いなどの物流・商業的な優位性を有する。
加えて、広い間口や土間を有するなど町と連続する特徴を持つ。一方で建
物の劣化や使い手の不在などの課題も持つ。以上の建築的特徴を活かし、3
章 4章で述べる設計提案や実践に繋げた。
　2 章では空き家を用いて地域活性化を行う 9 都県 10 市町村の事例調査を
行った。調査方法は、文献調査、実地調査、ヒアリング調査である。2 節
では不動産価値が低いと見なされることの多い空き家等に使い手を見つけ
る事例を調査した。3 節では空き家を活用した地域活性化に取り組む 9 都県
10 市町村の設計手法を整理した。4 節では一建物に限らず地域一帯を活用
した地域活性化の取り組みを調査した。以上の事例調査の結果を、3 章、4
章における設計提案や実践に応用した。
　3 章では小千谷市岩沢地区の空き倉庫に対して設計提案と実践を行った。
小千谷市岩沢地区に対して、昨年度地域一帯を活用した宿泊施設を提案し
た。今年度は空き倉庫に対して、地域のコミュニティ活動の核となる複合
的な用途の多目的スペースを提案した。具体的には居場所をつくる家具と
内外をゆるやかにつなぐ木製建具を設計した。木製建具は大開口すること
で、内外を一体に用いることができる。また持ち運べる家具は、住民が自
ら配置を工夫し、食事会や発表会、物販など様々な使い方に対応すること
ができる。
　改修は他大学や他研究室の学生を組織し、地域住民や地元大工と協働で
行った。改修は地域の大工と協働で行った。木製建具の施工に関しては、
学生自らできる部分と建具屋に依頼する部分とをすみ分けることで、精度
を保った。またアクリル板の固定方法などを工夫し、アクリル板が劣化し
た際も住民自ら取り替えることが可能な仕様にした。家具は廃材を用いる
ことで、費用を抑えた。
　また最低限使用可能な段階から利用することで、運用方法を検討しただ
けでなく、地域住民などに対して使ってみせることで使い手の層を増や
第５章　まとめ
第５章　まとめ
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した。レンタルスペース等として、地域住民も自由に使える場所にした。
2017 年に電気工事や外壁の改修を実施して以降は、地域住民が打ち上げを
する場所や、地元老人会の制作物の発表会、地域の餅つき大会が行われる
など、地域のコミュニティの核となる施設として運用され始めた。
　4 章では青梅市中心市街地のシャッターが閉まった空き店舗に、最小限の
手を加えることでまちに開き使い手を見つける活動について述べた。1 つの
空き店舗を用いた活動時には、家主の空き店舗に対する意識の変化や、短
期的な借り手が見つかるといった効果が見られた。物置として仕様されて
いた空き店舗を片付けるだけ、少し手を加えるだけで、家主や借り手にとっ
て見え方が変わることを把握した。
　3 つの拠点を用いた活動時には、各拠点をつなげ巡らせることで、町中に
人の流れを生み出し、来訪者と地域住民との間の交流を確認できた。地域
住民にとっては、まちなかで通りがかりに立ち寄れる公共空間的な役割を
果たした。具体的には 2 軒の空き店舗と空き駐車場に対し片付けと簡易的
な改修を行い、3拠点を巡る展示会を行った。1軒目の空き店舗に対しては、
2 階の住居部分を公開し、展示を行った。2 軒目の空き店舗に対しては、3
方に壁を立てるだけで展示スペースとした。イベントの告知は facebook 等
などで行い、当日は 80 名以上が訪れた。本活動は読売新聞や毎日新聞に掲
載されるなど、注目を集めた。
　以上、本研究では地域のコミュニティ活動の核となる 2 施設を計画し、
実践まで行った。特に設計提案や改修だけでなく、実際にイベント等の開
催まで行ったところに本研究の特色がある。空き倉庫や空き店舗をイベン
ト等でまちにひらく、つまり建物を誰でもつかえる状態にすることで、地
域住民の活動のきっかけや場を提供した。空き倉庫や空き店舗の建築的特
徴を活かすことで、片付けや簡易的な改修など、最小限手を加えるだけで
実現できることを示した。
67付録
付録
付録
付録 1. 小千谷 /20160708/ 初期段階の空き倉庫に対する提案
67
付録
68
付録
69
付録
70
付録
収益性 -年間 30万円程度売り上げあれば、元取れる。
メイン：優子さん、学生（市川）、山紫
1 カフェ（無人？）＋子供の遊び場
1.1 客単価 300 円×客数 20人 / 日＝ 6000 円
1.2	 原価 30%、利益＝ 4200 円 / 日
1.3	 利益 126000 円 / 月
1.4	 無人カフェ（可能かどうか）
1.4.1	ドリンク置いといて、料金は自分で入れてもらう。
1.4.2	（置いとける工夫）
1.4.3	フード食べたい場合は、山紫から持ってきてもらう。
1.4.4	1 時間に 1度くらい見回りしてもらう。掃除。
1.5 広報活動（Web、ポスター作成など）は出来る範囲で学生がやる
2	 貸しスペース
2.1	 １時間 2000 円 -、1日 2万円、7日間 7万円
2.2	 月に 1回でも借りてがいれば 2万円 /月の利益
2.3	 運用、PR、web、十日町・長岡へ PRすれば借りて現れるかも？
2.4	 普段カフェで、常に広告しておいて徐々に周知する
3	 イベント開催（月に一回とか）
3.1	 ビアガーデン
3.1.1	お金とる。山紫のイベントとして？地域住民集まる。告知、PR。
3.1.2	1 人 3000 円で 50人くれば 150000 円の売り上げ。
3.1.3	身内から人誘ってもらう。（学生もそのタイミングで毎月小千谷くるとか、？）
3.1.4	→学生の身内たくさん呼んで、そのまま民宿泊まってもらう（宿泊とセットで 6000 円と
か？）
3.2	 マルシェ
3.3	 ミニ映画館（著作権的にお金取らない）
付録 2. 小千谷 /20160720/ 小千谷市訪問時の運営の提案
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付録 5. 小千谷 /20160823/ 現地建具屋の株式会社均太木工の田中氏に説明するための資料
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付録 6. 小千谷 /20160823/ 現地建具屋の株式会社均太木工の田中氏との打ち合わせメモ
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付録 7. 小千谷 /20160917/ 建具図面
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付録 8. 小千谷 /20160917/ 工程表
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付録 9. 小千谷 /20160917/ 材料費
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首都大学東京建築学科 権藤研究室岩沢アチコタネーゼ＋地域おこし協力隊
農家の生活を体験できるような農家民宿
古民家らしい続き間などは大切に残しつつ、小さ
な部屋から自分たちの出来る範囲で少しずつ改修
しています。
カフェとイベントスペースと子供の遊び場
もともと米蔵として使用されていた倉庫を、カ
フェやイベントスペース、子供の遊び場に改修し
ようと考えています。
インターネットにて、
「小千谷空き家 & 空き倉庫プロジェクト」
と検索すると、私たちの Facebook ページにアク
セスでき、活動の記録がみれます。もしよろしけ
れば、見てみてください。
首都大学東京大学院 
都市環境科学研究科
建築学域　修士 1 年
権藤研究室所属 建築構法専攻
市川 大暉（いちかわ　だいき）
大学では建築を学んでいます。昨年の夏頃から岩沢に関わら
せてもらっており、人の温かさと美味しい料理に惹かれて毎
月のように訪れています。宜しくお願いします。
ojiya.akiya.akisoko.project@gmail .com 
https://www.facebook.com/oj iya.akiya.akisoko.project/
facebook & Gmailプロフィール
倉庫
イワサワ
2016
November
Iwasawa
DIY により改修した一室 対象の農家民宿 作業中の様子 完成した様子
空き家 & 空き倉庫プロジェクト
小千谷市岩沢地区における
倉庫の活用方法についての意見を伺いたいです。
農家民宿事業 旧農協倉庫の利活用
はじめまして、私は首都大学東京という東京都にある大学に所属し、建築を専攻している、市川大暉と
言います。昨年の夏頃から岩沢アチコタネーゼと共同で、「農家民宿事業」と「旧農協倉庫利活用」の計
画を進めています。そこで、岩沢駅前通りにある旧農協倉庫の計画進めるにあたって、岩沢の住民の皆
様から意見をいただけたらと考えています。2016 年 12 月 3 日 ( 土 )～9( 金 ) に岩沢に滞在する予定で、
もしかしたら皆様のご自宅を訪ねるかもしれません。もしよろしければご協力お願いします。
地域と大学の協力
二つの事業は地域おこし団体である岩沢アチコタ
ネーゼと地域おこし協力隊のお二人、そして首都
大学東京の権藤研究室のメンバーで行っています。
付録 11. 小千谷 /20161217/ 岩沢地区の回覧板で回したチラシ
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20170609　7/30( 日 ) グランツール倉庫活用案：市川
1. 用途
　1.1 イベントスペース（帰ってきた人が飲食等できる場所）
2. 目的
　2.1 倉庫レンタルスペース等の PR
 2.1.2 レンタルスペース用の冊子作成、SNS であげてもらう、新潟日報呼ぶ
　2.2 民宿の PR
 2.2.1 ムービーをスクリーンで流すなど
3. コンセプト
　3.1 アジア的即席空間：雑多なモノ・コトを許容
 
ワークショップで色塗り
スクリーン
タープ
すずらん灯 20m
フラッグ
ワークショップで作成
小学校の椅子
ワークショップで塗装
すずらん灯 20m
パレット：ワークショップでタイル
スクリーン
すずらん灯①
すずらん灯②
平面図 S=1/200 N
休憩スペース
Resting space
中庭
料理の提供
屋台が作る空間
Courtyard
Street stall space
農家レストラン
Restaurant
付録 12. 小千谷 /20170609/ グランツールの企画書
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作るモノ
①布
→飾る、屋台パレット、看板、、
②パレット＋タイル（相羽の端材） ③小学校の椅子＋塗装
4. 製作
　4.1 スクリーン ( 間仕切り )：間に合えばやる
　4.2 すずらん灯 20m10 灯 E26 口金 ×2
 4.2.1　11253 円 ×2=22506 円
 4.2.2　電球（アサヒ一般球クリヤー 100V-60W)95 円 ×40=3800 円
 　　　（http://item.rakuten.co.jp/alllight/c/0000000249/)
　4.3 パレット - タイル貼り : 相羽建設端材
　4.4 タープ
 4.4.1　1.5m×3m の布 :5000 円程度
　4.5 布
 4.5.1 フラッグ：ワークショップ
 4.5.2 看板、屋台にかける、パレットにかける、壁に飾る
　4.6 その他材料
 4.6.1 絵の具、ロープ
5. 最終的な目標
　5.1 倉庫の日常的な利用
6. 最終的な到達地点
　6.1 他の施設との連携（山紫、民宿）、レンタルスペース、日常的に地域の人が
　　 訪れるような場所（おやこカフェ、ギャラリー etc）
7. ワークショップ 7/22( 土 )、7/23( 日 )
　
8. スケジュール
　8.1　6/10( 土 )、6/11( 日 ) 打ち合わせ
　8.2　6 月下旬すずらん灯等のスタディ（明るさ）
　8.3　7/22( 土 )、7/23( 日 ) ワークショップ
　8.4　7/30( 日 ) グランツール当日
110
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20170731	 レンタルスペース企画書	 
	 
1   概要	 
1.1   「アチ庫ホール」をスペースマーケットに登録し、レンタルスペースとして運用することで、最低限
の労力で利益を生み、持続的な活動をしていく。レンタルスペースで得た利益で、年間の賃料及び電
気料金を支払い、又改修費及びアチコの活動費を賄っていく。	 
1.2   オープニング価格として 1000 円/時間、5000 円/日で貸し出す。価格については、今後場合に応じて変
更していく。	 
2   スペースマーケットとは	 
2.1   スペースマーケットとは、登録することで簡単にレンタルスペースを始められるシステムである（図
1）。	 
	 
	 	 	 	 	 図 1.スペースマーケットの仕組みの概念図	 
	 
2.2   仕組みとしては、ゲスト（利用者）が HP 上から、自分の使いたい空間を探すことで、レンタルできる
仕組みである（図 2）。例えばアチ庫ホールを借りたい人が、HP 上から予約をしてきたら、スペースマ
ーケットを介してアチコに連絡が来て、承諾すると、貸し出すことができる。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 2.スペースマーケット HP 上での検索画面	 
	 
	 
付録 13. 小千谷 /20170731/ レンタルスペース企画書
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付録 14. 小千谷 /20170731/ レンタルスペースチラシ
113
付録
舞台
Stage
休憩スペース
パレットを並べ
直すことで
異なる使い方
となる。
Resting space
中庭
料理の提供 屋台が作る空間
Courtyard
Street stall space
農家レストラン
Restaurant
アチ庫ホール
アイデア次第で自由に使える
元倉庫の大空間。
ママさん会の集まりや飲み会の会場などの日常的な利用から、
ギャラリーや発表会などのイベント会場としても使えるフリースペース。
最大 40 名以上収容可能な大空間。
料金
一棟丸ごと貸切　1000円 /１時間
　　　　　　　　5000円 /１日
予約
アクセス
- 小千谷市岩沢のレンタルスペース -
１時間 1000円からのレンタルスペース。
いろいろ使えるレトロな空間。
ーホ ルア チ 庫 2017
Octorber
vol.1 10/29
子供達とのワークショップ 夜景の様子
越後岩沢駅
アチ庫ホール
駐車場至十日町
至小千谷
117
117
岩沢アチコタネーゼ事務局 
〒949-8724 
新潟県小千谷市大字岩沢 1006
駐車場あり。
越後岩沢駅より徒歩 2 分。
メール：iwasawa.acc@gmail .com
電話：0258（89）8220 
※アチ庫ホールレンタル希望とお伝えください。
※長期のご利用はご相談ください。
オープニング
プライス！！
付録 15. 小千谷 /20171030/ レンタルスペース詳細チラシ
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ヤマガタ企画書
1. 目的
　本活動の目的は、「対象の空き家（ヤマガタ）に借り手がつくこと」である。また年度内に借り手がつくことを目
標とする。
2. 方法
　方法は、現在物置状態である対象の空き家（以下、ヤマガタ）を、学生が実際に使うことで、借り手に見せ、使
われ方や想定される客層を予め把握してもらう。具体的には「置ける什器の大きさ」「実際に訪れる客層」「時間帯
による客層の変化」などである。そうしてアキテンポ不動産のリーシング活動を促進する。
　プロセスとしては、まず学生がヤマガタの 1F部分の簡易的な改修を行う (図 1-①）。そこを学生の活動の拠点と
して、まちづくり青梅と共同で定期的なイベント活動を実施する (図 1-②)。借り手が見つかった段階 (図 1-③)で、
他の空き家に移り、同様のプロセスを実行する (図 1-④)。
20170201 青梅企画書　市川
図1. 活動のプロセス
図 2. 活動の関係図
DIY
総合的な援助
設計・施工
利用促進
設計依頼
交渉
交渉
PR 活動
ヤマガタ 地域の人々首都大芝浦
イベント・コーヒー
協力関係
もしかしたら
DIY 行う
商店街に含む
近くに事務所
二つの拠点としては
学生の居場所として使用 DIY している様子を見る
月に一度程度
イベントを開いてもらう。
60 名ほどのメンバー
月に一度程度
イベントを開いてもらう。
イベントに参加する
保有・参加
イタヤ
元弁当屋商店街の人々
國廣さん オーナー
若者団体
子供系NPO団体
3. コンセプト
　本活動のコンセプトは「オープンな属性」である。ヤマガタを活動の拠点として利用（「2. 方法」）することで、
ヤマガタは地域に開かれ、地域のネットワークが形成される (図 2)。例えば、一日だけBar( 図 7,8) や空き地での
ビアガーデン (図 9) などである。それらの活動が結果として借り手がつくことへと繋がる。また改修時には、道路
側開口部を透明な建具にすることで、ヤマガタを外部と繋ぐことなどを考える。
DIY
繋がり
学生 ヤマガタ 学生とヤマガタ 地域の人
①一階をDIY する。
簡単な改修をし、一旦使えるように。
活動する学生の居場所となる。
使われ方、客層などがわかる。
地域とのネットワーク形成。
②イベントで地域に開く。
ヤマガタ借り手 地域の人
地域とのつながりは引き継がれる。
学生は次の空き家へ移る。
③借り手が見つかる。
他の空き家
次の空き家をDIY する。
またそこを学生の居場所とする。
④他の空き家へ移る。
DIY
学生
付録 16. 青梅 /20170201/ 青梅企画書
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図 9. 空き地でビアガーデン図 7,8. 一日だけバーを開く (右図は夜景の様子）
図 3. 学生とワゴン 図 4. 小千谷での活動の様子 図 5,6. マイパブリック屋台 byツバメアーキテクツ
4. 学生のキャラクター
　「空き家を渡り歩く学生」のキャラクターとして、ワゴンを用いる（図 3)。例えば、ワゴンを外に出してコーヒー
を売りながら改修を行う、ヤマガタでワゴンを用いてイベント等を行う (図 4)、まちづくり青梅が主催する「おう
めマルシェ」にワゴンを用いて出店する、ワゴンを持って街に突然現れたりする (図 5,6) などの活動を行う。
5. スケジュール
　大まかなスケジュールとしては、2017 年２月オーナーとの打ち合わせ、３月実測、４月掃除 (2 回程度 )、５月
製作 (2-3 回程度 )、６月使用開始を予定している。
6. ヤマガタにおける具体的な活動内容
　具体的なヤマガタでの活動内容として、イベント活動（図 7,8 及び図 9) 以外に、学生が可能な限り常駐し、地
域住民が出入りできるような環境を作る。その中で例えば、小さなコンビニのような機能や、古本屋・カフェのよ
うな機能を担う。以上のように、1年間学生の拠点として地域に開きながら、使い手を探す。
7. 活動の継続性
　ヤマガタでの活動を次につなげるために、借り手へのアプローチだけでなく、次の候補物件オーナーも視野にい
れた活動を心がける。具体的には、他の空き家オーナーを招き、ヤマガタが使われる様子をみせ、同様の活動へのハー
ドルを下げておくことが必要だと考える。
8. 地域のネットワーク形成
　一つの空き家を使うことで地域の人々のつながりを緩やかに作る。その街のつながりが、そのまま新しい店に引
き継がれる。また新しい空き家での活動においても、それらのネットワークと関連させる。
9. アキテンポ不動産のサポートという立場
　本活動は、あくまでもアキテンポ不動産が借り手を見つける活動を促進するものである。借り手が見つかれば速
やかに撤退し、次の物件を探す。
10. オーナーさんとの打ち合わせ
　予め國廣さんから、オーナーに対して、向こう 1年間借り手が見つからない前提で話を通しておいて欲しいと考
えています。その際に首都大との打ち合わせの日程を決めていただきたいです。
　オーナーさんと首都大学東京の打ち合わせ内容として、以下 4点、「①改修について。（どの程度まで行うか、ど
の程度まで手を入れて良いか。）」「②学生の居場所としての利用についての説明。（イベントを通して、使い方を借
り手に見せる目的。）」「③スケジュールの話し合い。」「④予算について。」を考えています。
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20170416 ⻘青梅メモ  
  
1   ⻘青梅探索索 10:00-‐‑‒11:00  
1.1   ニュウファニチャーワークス：佐藤剛（sato  go）さん  
1.1.1   國廣さんと同期（40 歳）。  
1.1.2   ヤマガタのガラスを建具に使えるか、家具の作り⽅方とか聞けば教えてくれるし協⼒力力してくれそうな雰囲
気。  
1.2   サイクルハーバー  
1.2.1   設計施⼯工頼まず全て DIY。15mmの構造⽤用合板。  
1.2.2        
1.2.3   保健所を通すのが⼤大変だった。  
1.2.3.1  ⾷食事スペースの⼱巾⽊木、キッチンスペースの床を塗装、キッチンスペースに電気機器類の配線が⾶飛
び出ているのもダメ。  
1.2.4   全部で 400 万円とか。  
1.2.5   しばらくは⾦金金、⼟土、⽇日、⽉月で運営。  
1.3   ゲストハウス：⻘青⿓龍龍 kibako  
1.3.1   全体的にもったいなかった。2F はまだ⽚片付け中。  
2   ヤマガタ  
2.1   ⽚片付け前、後  
     
  
付録 17. 青梅 /20170416/ ヤマガタ改修検討メモ
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20170416  11:00-‑11:45   ヤマガタ打ち合わせ＠萩原  
参加者：清⽔水さん、権藤先⽣生、市川  
  
1   全体の⽅方針  
1.1   ハード⾯面  
1.1.1   耐震補強して 1F 部分のみ貸し出し。  
1.1.1.1  清⽔水さんは⼤大⼯工さんに⾒見積もり取ってみる。  
1.1.1.2  権藤先⽣生は他の先⽣生に耐震診断可能か聞いて⾒見る。  
1.1.1.3  お⾦金は、まちつくり⻘青梅や補助⾦金等でないか検討。  
1.1.2   電気・⽔水道。  
1.1.2.1  具体的な話はまだなし。  
1.1.2.2  公園に⽔水道とトイレあり。  
1.2   ソフト⾯面  
1.2.1   耐震的な対策と並⾏行して進める。  
1.2.1.1  ⼤大学院講義での提案。  
1.2.1.2  市川個⼈人での活動。  
2   ハード⾯面  
2.1   清⽔水さんが⼤大⼯工さんに相談した。  
2.1.1   結論的には、リフォームには 300-‑500 万かかるから、壊して新築で平屋にす
ればいいのではと⾔言われた。  
2.1.2   でも清⽔水さん的にはそんなにお⾦金は出せない。  
2.1.3   ⼤大⼯工さんは仕事だから⾯面倒なことは嫌だし、普段 300-‑500 万くらいの仕事を
請け負っているから、100 万円以下の仕事はしたくない。  
2.1.4   ⼤大⼯工さんとは半分友達、半分仕事の関係。  
2.1.5   2 階の傾きをレーザーで測定してもらった。  
2.1.6     
付録 18. 青梅 /20170416/ ヤマガタ家主との打ち合わせメモ
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付録 19. 青梅 /20170521/ イベントチラシ
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付録 20. 青梅 /20170617/ イベントチラシ
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付録 21. 青梅 /20170716/ イベントチラシ
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付録 22. 青梅 /20171217/ 青梅の建築マップ
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　本研究をまとめるにあたり多くの方々のご指導、ご助言を頂きました。
　まず何よりも、指導教員の権藤智之先生に厚く御礼申し上げます。権藤
先生は私に本研究の機会を与えてくださっただけでなく、研究において常
に厚いご指導をして頂きました。権藤先生には研究に対する姿勢や着眼点
について多くのご指摘をいただきました。研究室での活動を通して権藤先
生から得た学びは、今後社会に出るうえで大いに活かしていきたいと思い
ます。主査の角田誠先生には研究室での活動を行ううえで大変お世話にな
りました。
　本研究では、新潟県小千谷市や東京都青梅市で活動する地域団体の方々
のご協力を頂きました。新潟県小千谷市岩沢地区では、住民団体岩沢アチ
コタネーゼの方々と協働で活動を行いました。岩沢アチコタネーゼは農業
イベント等の地域活性化活動を行うだけでなく、学生インターン等の受け
入れも積極的に行っており、学生の学び場として受け入れ体制が整ってい
ました。そのため本研究室の活動も寛容に受け入れて下さり、また一学生
の意見も真剣に聞いてくれました。特に代表の関口貞幸氏や副代表の駒井
和彦氏、地域復興支援員の石曽根徹氏、地域おこし協力隊の山田優子さん
や清野憂さんには空き倉庫改修の計画段階から改修時、その後の運営にい
たるまでご協力いただきました。また 2016 年 9 月の空き倉庫改修時には、
特に建具の製作時において、株式会社均太木工会長の田中均氏や中村水道
代表の中村功氏にご協力頂きました。また東京理科大学熊谷研究室の皆様
にも施工の際にご協力頂きました。
　東京都青梅市中心市街地では、株式会社まちつくり青梅の方々や空き店
舗ヤマガタ及び元弁当屋のオーナーにご協力頂きました。まちつくり青梅
の國廣純子さんは活動の機会を与えてくださっただけでなく、活動全体に
わたってご協力頂きました。まちつくり青梅の山田寛道さんには、元弁当
屋のオーナーをご紹介して頂きました。それだけでなく、元弁当屋の片付
け時やイベントの広報活動全般においてご協力頂きました。またヤマガタ
オーナーの清水さんは本活動の拠点となったヤマガタを貸して下さいまし
た。1 度だけでなく 2017 年 5 月から 12 月まで、改修時やイベント時を含め
ると 20 回以上も使わせていただきました。元弁当屋オーナーの中村さんも
2017 年 12 月のイベント時に貸して頂くことを快諾してくれただけでなく、
片付けを協働で行ってくれるなど学生の活動を応援してくれました。以上
の方々のおかげで活動を進めることができました。ご協力頂いた方々に感
謝いたします。
　インタビュー調査の際には、各地域で地域活性化活動を行う方々にご協
力頂きました。特に金沢市でおくりいえプロジェクトを行うやまだのりこ
氏には活動に当たっての重要な助言をいただきました。
謝辞
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　小千谷市岩沢地区の空き倉庫及び青梅市中心市街地の空き店舗の改修・
運営時には多くの本学学生にお手伝い頂きました。小千谷市の空き倉庫改
修時には、本研究室所属の渡辺千晴さん、松本有未子さん、松倉裕貴君、
山本紗耶香さん、西田広樹君、黒坂雅人君、三友かんなさん、津幡慶太郎君、
本研究室以外の学生では山口あかりさん、長俊樹君、七里夏海さん、大森
理央さんにお手伝い頂きました。渡辺さんは活動初期段階から一緒に活動
を進めたほか、尾道調査や善光寺調査なども含め、研究活動全般にわたっ
てお世話になりました。渡辺さんが小千谷市岩沢地区の地域住民との関係
を始めに作ってくれていたからこそ、本活動を円滑に進めることができま
した。また 2016 年 12 月のワークショップ時には饗庭研究室の石井航太郎
君にお手伝い頂きました。
　青梅市中心市街地の空き店舗改修時には、松本有未子さん、松倉裕貴君、
黒坂雅人君、三友かんなさん、津幡慶太郎君、今田多映さん、横江優太さ
ん、原和泉さん、長俊樹君、七里夏海さん、小野智恵子さん、戸田駿斗君、
嶋田航己君、また首都大学東京大学院建築学域平成 29 年度前期講義「建築
構法特論Ⅰ」の履修者の皆様にお手伝い頂きました。ヤマガタ 1 階の既存
椅子拡張部分の主たる設計者は本学小泉研究室の横江くんです。施工は建
築構法特論Ⅰの履修者を中心に行われました。また 2017 年 12 月の展示会
のイベント時には、後輩の黒坂君と三友さんが多くの時間を割いて手伝っ
てくれました。津幡君は福岡調査や金沢調査も含め研究活動全般にわたっ
てお世話になりました。皆様のご協力がなければ、倉庫の改修や、ヤマガ
タと元弁当屋の改修や展示会は実現できませんでした。手伝ってくれた方々
に感謝致します。
　研究室同輩の松本有未子さん、松倉裕貴君、山本紗耶香さんには公私共
に大変お世話になりました。修士論文提出日が近づいても研究室の雰囲気
が明るかったのはお三方のおかげです。ありがとうございました。また本
研究活動を行うにあたり陰ながらの協力と寛容な理解を示してくれた家族
にも感謝します。
　振り返ってみると、私の研究活動は多くの方々の協力がなければ成立し
ませんでした。その都度その都度、多くの方々に手伝ってもらいましたが、
修士の 2 年間を通してここまでの人数になりました。ご協力いただき、本
当にありがとうございました。
2018 年 2 月 2 日　市川大暉
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表 1. 対象地域と対象建物
写真 1. おくりいえ風景
図 1. 概念図
客室
客室
カフェ
観光資源
客室
物販店
大浴場
物販店
食堂
所在地
石川県金沢市
福岡県宗像市
福岡県北九州市
佐賀県佐賀市
長野県長野市
岡山県岡山市
広島県尾道市
新潟県十日町市
東京都台東区
香川県高松市
プロジェクト名称
おくりいえプロジェクト
日の里 3rdBace
小倉エリアリノベーション
わいわいコンテナプロジェクト
善光寺周辺エリアリノベーション
問屋町エリアリノベーション
尾道空き家プロジェクト
ブンシツプロジェクト
まち全体をホテルに見立てた宿泊施設
仏生山まちぐるみ旅館
1.　はじめに
1.1.　背景 ・ 目的
　現在、地方や都市の郊外では少子高齢化や都市中心部への人口流出
により、人口が急激に減少している。本研究の対象地域である小千
谷市岩沢地区及び青梅市中心市街地でも地域の衰退は著しく、地域
コミュニティは希薄化している。対象建物が位置する両地域の大通
りは、近年まで物流・商業の中心であっただけでなく地域の公共空
間的な役割も担っていた。しかし、空き倉庫や空き店舗等の増加に
伴い、その機能は失われた。
　以上の状況を受け、小千谷市岩沢地区では住民団体が結成され、
青梅市中心市街地ではまちづくり会社が設立された。両地域では地
域活性化などの活動が積極的に行われるが、それらの活動を許容す
る多目的なスペースは存在しない。
　そこで本研究では通りに面した空き倉庫・店舗を用いて、公共的
な役割を担う多目的なスペースを計画する。既存の特徴を活かした
設計提案だけでなく、通りに対しシャッターを下ろした空き倉庫・
店舗を町に開く活動の実践までを行った。
1.2　対象敷地と対象建物
　本研究は 2 地域を対象とする。1ヶ所目は新潟県小千谷市岩沢地
区であり、対象の空き倉庫は同地区の越後岩沢駅前通りに位置する。
2ヶ所目は東京都青梅市中心市街地であり、対象の 2 つの空き店舗
は同地域の西分大通りに位置する。詳細は 3章、4章で述べる。
1.3　対象の空き倉庫 ・ 店舗に共通する課題と特徴
　対象の空き倉庫・店舗に共通する課題として、いずれも昭和 30〜
40年代に建てられた木造建築のため建物の劣化が進行していること、
明確な使い手が不在であることが挙げられる。一方で、空き倉庫・
店舗は通りに面しており、駅周辺に立地するなどの物流・商業的な
優位性を有する。また、比較的広い間口や 1 階部分に土間を有する
など、町と連続した建築的特徴を持つ。加えて、地域スケールでの
特徴としては、岩沢地区には住民団体の管理する施設や観光資源が
点在すること、青梅市中心市街地にはまちづくり会社が情報提供を
行う空き店舗が複数あることが挙げられる。
2.　事例調査
2.1 概要
　対象の空き倉庫・店舗に共通する課題と特徴から 3 種類の事例に
ついての調査を行った。まず、対象建物は建物の劣化が進行し使い
手が不在なため、不動産価値が低いと見なされることの多い空き家
等に使い手を見つける事例を調査した。表 1 のおくりいえプロジェ
クト（以下、おくりいえ）は、解体予定の町家の荷物を片付けるだ
けのプロジェクトである。同時に見学会等を行い、使い手と繋げる。
次に、空き家を活用した地域活性化に取り組む 9 都県 10 市町村（表
1）の設計手法を整理した。それらを既存建物の建築的特徴を活かし
た設計に応用する。最後に両地域の地域スケールの特徴から、一建
物に限らず地域一帯を活用した地域活性化の取り組みを調査した。
調査方法は、文献調査、実地調査、ヒアリング調査である。事例調
査の結果を以下にまとめる。
2.2　片付けるだけで、 町家を町に開き、 使い手とつなげる
　空き家に使い手を見つける活動のうち近年着目されているもので、
金沢市のやまだのりこ氏によるおくりいえがある（写真 1）。金沢市
では年間約 270 棟の町家が解体される。おくりいえでは、まず解体
予定の町家の片付けを行い、次にイベントが行われる。イベントには、
毎回 200 名以上が訪れ、町家の内部まで見学する。今まで物置同然
だった町家が実際に使用される様子を目にし、家主には貸す意思が
生じ、借り手は町家の使い方を想定できる。結果、2009 年から現時
点までにイベントを行った 40 棟のうち 32 棟に使い手がついた。お
くりいえでは、使い手がつく前から最小限の手を加え町に開くこと
で、建物と使い手を繋げている。
2.3　入口部分に半公共空間を作り、 活動を溢れさせる
　空き家を活用した地域活性化の取り組みでは、入口部分に庭や軒
先などの半公共空間を設けた事例が多い。そうすることで、その半
公共空間の大きさに応じた大小様々なイベントが行われ、地域住民
の訪れる場となる。例えば新潟県十日町市の市民交流センター分じ
ろうでは、交通空間と活動空間の間にマーケット広場という半公共
空間を備えることで、市民の活動を受け入れる工夫が見られる。
2.4　地域の拠点をつなぐことで、 地域住民との接点を作る
　事例調査を行った一部の地域では、空き家や既存施設など複数の拠
点をつなぎ、来訪者に地域一帯を巡らせることで、地域住民との接
点を生み出していた。例えば、香川県仏生山地域では地域の既存の
施設を宿泊の機能の一部に見立てた手法を取っていた（図 1）。具体
的には、空き家を受付や客室に、地域の食堂をレストランに使用す
るなど、宿泊施設の要素を地域に分散させる。そうすることで、移
動する道や店舗の軒先などがホテルのラウンジのような機能を果た
し、移動中に地域住民との交流が生まれる。
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3.　小千谷市岩沢地区の空き倉庫に対する設計提案と実践
3.1　活動の背景
　新潟県小千谷市岩沢地区は人口減少や空き家の増加などにより地域
が衰退している。一方で、地域住民は住民団体を結成し、農家レス
トランの開業や農業体験イベントの開催など、地域活性化に取り組
む。2017 年 4 月には本研究室と協働で農家民宿を開業した1)。
　住民団体は多くのイベントを継続的に行っているが、同地域に大
人数を収容できるスペースは存在しない。そこで空き倉庫を用いて、
複合的な用途の多目的スペースを計画する。
3.2　対象敷地と対象建物
　小千谷市岩沢地区は新潟県の中越地方に位置し、人口 1000 人ほど
の中山間地域である。対象の空き倉庫は同地区の越後岩沢駅前通り
に位置する（図 2-①）。かつて賑わいを見せた駅前通りも 3 軒あっ
た旅館が全て廃業するなど衰退した（写真 2）。空き倉庫は前述の農
家レストランと隣接しており、同駅周辺には住民団体が拠点とする
住民センターがある。また駅前から 3km ほど離れた岩山という集落
には昨年度本研究室が計画に携わった農家民宿が位置する（図2-②）。
農家民宿の利用者は越後岩沢駅周辺から送迎される。
　対象の空き倉庫は 1956 年に建設されており、蔵造り部分と下屋部
分からなる（図 3,4、写真 3）。倉庫内部には 140 ㎡程度の広い一室
空間があり、上部には木造のトラス小屋組が見える（写真 4）。しか
し下屋部分は、雪降ろし負荷軽減のため2016年7月に住民団体によっ
て解体された（写真 5）。その際、外壁モルタルが一部剥落しただけ
でなく、正面外観には間口 4.0m 高さ 2.8m の開口が生じた。
3.3　活動概要
　本活動は学生及び住民団体、地域復興支援員 1 名、地域おこし協力
隊 2 名と共同で行う。倉庫は震災復興のための補助金 130 万円程度
を資金とし、解体及び外壁補修は住民団体が行い、内装は学生が設計・
改修を行う。内装の予算は 20 万円程度である。比較的基礎が高いこ
ともあり、柱、梁は健全と思われる。また、天井が高く、冬季は局
所的に暖房器具を用いる。費用の面から耐震、断熱面での検討や対
策は行えなかった。
3.4　設計提案
3.4.1 概要 ： シャッターが閉まった倉庫をまちに開く （図 5）
　昨年度は岩沢地区全体に対して地域一帯を活用した農家民宿を提
案した。今年度対象とする空き倉庫に対しては、農家民宿のフロン
ト機能、地域のイベントスペース、レンタルスペースとしての機能
を付加することで、地域住民の活動の場とする。また農家民宿や農
家レストランなどの地域の拠点とつなげることで、農家民宿の宿泊
者や地域住民同士の交流を生む。
3.4.2 コンセプト : 居場所をつくる家具と内外をゆるやかにつなぐ木製建具
　まず持ち運べる屋台、パレット、テーブル、イスを設計した（図 6）。
それらの什器を、内部の大空間や解体によって生じたスペースに持
ち運ぶことで、食事会や展示会、会議や発表会などの地域住民の活
動の場を形成する（図 7）。屋台はイベント時にはカフェや紙芝居な
どとして使われ、普段はフロントやカウンターとなる。パレットは
椅子や机、商品棚、また並べることで舞台などとして使用する。隣
は同住民団体が運営する農家レストランのため、テラス席として使
用されることも意図した。また入口部分には内外をゆるやかにつな
ぐ大開口の木製建具を設計した。木製建具を全開口することで、内
外を一体に用いることができる。
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3.5.3　運営の実践
　2016 年 10 月から試験的な利用を開始し、運用方法を検討しなが
ら地域の既存施設と連携したイベントを行い、使い手の層を増やし
た。まず 2016 年 10 月には住民団体主催の地域イベントに合わせて
倉庫を開放した。具体的にはカフェ、ギャラリー、紙芝居会場とし
て使用し、地域住民が 200 人以上訪れた（写真 8）。屋台やパレット
は外部の空いたスペースに持ち出され地域住民が立ち寄って足を休
める場を形成した（写真 9）。
　当日は市内から子供を連れた母親が多く訪れた。市内在住の 30 代
の母親は「市内で母親達が子供を連れて借りられる場所が欲しい」
と述べた。市内にはレンタルスペースが少なく、特に本倉庫のよう
な 100 ㎡を超えるものは確認できなかった。そこで 12 月に現状イベ
ント時しか活用されていなかった倉庫をレンタルスペースとして運
用する提案を行った。同月には倉庫の使用方法についてのワーク
ショップを地域住民と行った。しかしそれらの意思決定プロセスの
過程において、住民団体メンバーは否定的な意見を多く述べた。そ
のため、早期の運用は実現できなかった。意見の大半は「ハード面（外
壁、内壁、床等）の整備が優先」というものだった。
　12 月以降は倉庫を活用する目的を再確認する打ち合わせを重ね、
外壁を改修しモルタル剥落の危険性が担保され次第運用を開始する
ことに決定した。翌年 7 月には、地域の保育園と連携し、屋台の装
飾となるランタンカバー作りワークショップを実施し、小千谷市新
聞に取り上げられた（写真 14,15）。また同月には 200 人以上が参加
する地域のサイクリングイベントと連携し、レース終了後の昼食会
場として倉庫を利用した（写真 16）。10 月には外壁の改修を住民団
体が行ったため（写真 17）、同月の地域イベントに合わせてレンタ
ルスペースの運用を開始した。その際、什器の配置も提案することで、
レンタルスペース時の使い方をイメージしてもらった（写真 18）。
 
3.6　小結
　シャッターが閉じた空き倉庫を複合的な用途の多目的スペースと
してまちに開いた。改修は DIY で実践した。最低限使用可能な段階
から利用することで、運用方法を検討しただけでなく、地域住民な
どに対して使ってみせることで使い手の層を増やした。
3.5　実践
3.5.1　概要
　本活動における改修のための資金は十分ではなかった。そのため、
外壁を含めた改修の全工程が完了するのには、時間が掛かることが
予想された。そこで、対象の空き倉庫に対し漸次的な DIY 改修を施
しながら最低限使用可能な段階から試験的な利用を開始した（図
8-①）。実際に使うことで訪れる客層や運営にかかる負担を把握し、
運用方法を検討した。加えて、農家レストランや農家民宿などの既
存の施設や地域の保育園、大型地域イベントと連携したイベントを
行うことで倉庫の使い手の層を増やした（図 8-②）
3.5.2　改修の実践
（1）　概要
　DIYによって倉庫を改修した。地域住民及び東京理科大学熊谷研究
室の学生と協働でのDIY改修が2016年9月、2017年7月の2回、住民団
体による自主改修が2016年7月、11月の2回、大工による外壁の施工
が2017年10月に1回行われた。以下では学生主体のDIY改修について
述べる。
（2）　第1回目の改修
　2016年9月の改修では什器と木製建具を製作した。計20万円程度の
予算のため解体時に生じた廃材を用いることで費用を抑えた。木製
建具に関しては、全てをDIYで行うのではなく、一部地域の建具屋に
依頼することで精度を確保した。
　木製建具は、間口4.0m×高さ2.8mの開口部に合わせて製作した(図
9）。材料費を抑えるため、外周部には2×4材を用いた。安価な木材
のため反りが心配されたが、既存木部にビスで打ち付けることで反
りを防いだ。サッシ部分には反りの少ないスギ材を用いた。雪国の
ためサッシの奥行きは40mm程度の寸法のものを使用することで、積
雪に耐えられる設計とした。またアクリル板とサッシの取り付けを
簡易的なものにするために、1×1材（19mm×19mm）で両側から留め
る方法を用いた（図10）。ビス留めしてあるため、アクリル板が2-3
年で劣化した際に、簡単に取り替えることができる。サッシのほぞ
穴開けや溝切り等の精度が要求される作業は、地域の建具屋に依頼
した。レール部分は既存コンクリートをはつり、鉄製のアングルを4
本溶接したものを引き、練ったコンクリートを流し込むことで設置
した。作業量と費用は、1日7時間の作業を1人工として計算すると、
合計24人工、約9.9万円である。
　什器は主に解体時に生じた廃材を用いて製作した（図6,写真6）。
屋台は地域で廃校となった小学校で使われなくなった棚に、キャス
ターや2×4材で作成した屋根フレームを取り付けることで計2台製作
した（図6-①）。パレットは2つ重ねてキャスターや廃材の杉板、目
隠しとして1×3材を外周部に取り付けることで計10台製作した（図
6-②）。テーブルは三六版の合板に廃材の杉板を並べ、小口部分の
目隠しとして1×1材を外周部に取り付け、脚部には鉄製のものを用
いて、計2台製作した（図6-③）。椅子は廃材の角材にキャスターを
取り付けることで製作した（図6-④）。作業量と費用は、合計48人
工、屋台1.1 万円、パレット3.5 万円、テーブル7.4 千円、椅子1.4 
万円である。
（3）　第2回目の改修
　2017年7月の改修では、照明とスクリーンを設置した。照明はすず
らん灯を用いることで、費用を抑えた。作業量と費用は合計8人工、
照明約3万円、スクリーン約2万円である。
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4.　青梅市中心市街地の空き店舗に対する設計提案と実践
4.1　活動の背景
　青梅市中心市街地は人口流出が進行し、空き店舗や空き家が増加す
るなど衰退している。そこで中心市街地活性化法に基づく基本計画
策定のため2015年4月にまちつくり青梅2)が設立された。まちつくり
青梅は、空き店舗を市場流通化する不動産事業を行う。2017年9月時
点で物件提供した20軒のうち10軒が契約成立した。しかし、青梅駅
周辺には依然空き店舗が多く残る。そこでシャッターが閉まった空
き店舗に対して、最小限の手を加えることで、まちに開く。そして
地域に対してイベントを開き使ってみせることで、借り手をつける
活動を行う（図11）。
4.2　対象敷地と対象建物
　青梅駅周辺の中心市街地は、都心から遠く過剰な開発が行われな
かったため、江戸・明治以来の蔵のある町家や昭和30〜40年代の看
板建築が多く残り、古い町並みを形成している3)（写真15）。
　対象の2軒の空き店舗は青梅市中心市街地に位置する（図12）。1
軒目は元靴屋だった空き店舗（以下、ヤマガタ）である（写真16,図
13,14）。ヤマガタは昭和30年代竣工の木造2階建ての看板建築であ
る。1階前面は店舗部分、1階奥と2階は居住空間であった。2階の居
住空間は和室であり、昭和30年代の柱・梁・鴨居・欄間・襖等がそ
のまま残る。ヤマガタの延べ床面積は約70㎡であり、各階の床面積
は1階が38.5㎡、2階が31.5㎡である。
　2軒目は元弁当屋だった空き店舗（以下、元弁当屋）である（写真
17,図15）。元弁当屋は昭和30年代竣工の木造2階建ての看板建築で
ある。1階前面は店舗部分、1階後方と2階は居住空間であった。
3.5.3　運営の実践
　2016 年 10 月から試験的な利用を開始し、運用方法を検討しなが
ら地域の既存施設と連携したイベントを行い、使い手の層を増やし
た。まず 2016 年 10 月には住民団体主催の地域イベントに合わせて
倉庫を開放した。具体的にはカフェ、ギャラリー、紙芝居会場とし
て使用し、地域住民が 200 人以上訪れた（写真 8）。屋台やパレット
は外部の空いたスペースに持ち出され地域住民が立ち寄って足を休
める場を形成した（写真 9）。
　当日は市内から子供を連れた母親が多く訪れた。市内在住の 30 代
の母親は「市内で母親達が子供を連れて借りられる場所が欲しい」
と述べた。市内にはレンタルスペースが少なく、特に本倉庫のよう
な 100 ㎡を超えるものは確認できなかった。そこで 12 月に現状イベ
ント時しか活用されていなかった倉庫をレンタルスペースとして運
用する提案を行った。同月には倉庫の使用方法についてのワーク
ショップを地域住民と行った。しかしそれらの意思決定プロセスの
過程において、住民団体メンバーは否定的な意見を多く述べた。そ
のため、早期の運用は実現できなかった。意見の大半は「ハード面（外
壁、内壁、床等）の整備が優先」というものだった。
　12 月以降は倉庫を活用する目的を再確認する打ち合わせを重ね、
外壁を改修しモルタル剥落の危険性が担保され次第運用を開始する
ことに決定した。翌年 7 月には、地域の保育園と連携し、屋台の装
飾となるランタンカバー作りワークショップを実施し、小千谷市新
聞に取り上げられた（写真 14,15）。また同月には 200 人以上が参加
する地域のサイクリングイベントと連携し、レース終了後の昼食会
場として倉庫を利用した（写真 16）。10 月には外壁の改修を住民団
体が行ったため（写真 17）、同月の地域イベントに合わせてレンタ
ルスペースの運用を開始した。その際、什器の配置も提案することで、
レンタルスペース時の使い方をイメージしてもらった（写真 18）。
 
3.6　小結
　シャッターが閉じた空き倉庫を複合的な用途の多目的スペースと
してまちに開いた。改修は DIY で実践した。最低限使用可能な段階
から利用することで、運用方法を検討しただけでなく、地域住民な
どに対して使ってみせることで使い手の層を増やした。
3.5　実践
3.5.1　概要
　本活動における改修のための資金は十分ではなかった。そのため、
外壁を含めた改修の全工程が完了するのには、時間が掛かることが
予想された。そこで、対象の空き倉庫に対し漸次的な DIY 改修を施
しながら最低限使用可能な段階から試験的な利用を開始した（図
8-①）。実際に使うことで訪れる客層や運営にかかる負担を把握し、
運用方法を検討した。加えて、農家レストランや農家民宿などの既
存の施設や地域の保育園、大型地域イベントと連携したイベントを
行うことで倉庫の使い手の層を増やした（図 8-②）
3.5.2　改修の実践
（1）　概要
　DIYによって倉庫を改修した。地域住民及び東京理科大学熊谷研究
室の学生と協働でのDIY改修が2016年9月、2017年7月の2回、住民団
体による自主改修が2016年7月、11月の2回、大工による外壁の施工
が2017年10月に1回行われた。以下では学生主体のDIY改修について
述べる。
（2）　第1回目の改修
　2016年9月の改修では什器と木製建具を製作した。計20万円程度の
予算のため解体時に生じた廃材を用いることで費用を抑えた。木製
建具に関しては、全てをDIYで行うのではなく、一部地域の建具屋に
依頼することで精度を確保した。
　木製建具は、間口4.0m×高さ2.8mの開口部に合わせて製作した(図
9）。材料費を抑えるため、外周部には2×4材を用いた。安価な木材
のため反りが心配されたが、既存木部にビスで打ち付けることで反
りを防いだ。サッシ部分には反りの少ないスギ材を用いた。雪国の
ためサッシの奥行きは40mm程度の寸法のものを使用することで、積
雪に耐えられる設計とした。またアクリル板とサッシの取り付けを
簡易的なものにするために、1×1材（19mm×19mm）で両側から留め
る方法を用いた（図10）。ビス留めしてあるため、アクリル板が2-3
年で劣化した際に、簡単に取り替えることができる。サッシのほぞ
穴開けや溝切り等の精度が要求される作業は、地域の建具屋に依頼
した。レール部分は既存コンクリートをはつり、鉄製のアングルを4
本溶接したものを引き、練ったコンクリートを流し込むことで設置
した。作業量と費用は、1日7時間の作業を1人工として計算すると、
合計24人工、約9.9万円である。
　什器は主に解体時に生じた廃材を用いて製作した（図6,写真6）。
屋台は地域で廃校となった小学校で使われなくなった棚に、キャス
ターや2×4材で作成した屋根フレームを取り付けることで計2台製作
した（図6-①）。パレットは2つ重ねてキャスターや廃材の杉板、目
隠しとして1×3材を外周部に取り付けることで計10台製作した（図
6-②）。テーブルは三六版の合板に廃材の杉板を並べ、小口部分の
目隠しとして1×1材を外周部に取り付け、脚部には鉄製のものを用
いて、計2台製作した（図6-③）。椅子は廃材の角材にキャスターを
取り付けることで製作した（図6-④）。作業量と費用は、合計48人
工、屋台1.1 万円、パレット3.5 万円、テーブル7.4 千円、椅子1.4 
万円である。
（3）　第2回目の改修
　2017年7月の改修では、照明とスクリーンを設置した。照明はすず
らん灯を用いることで、費用を抑えた。作業量と費用は合計8人工、
照明約3万円、スクリーン約2万円である。
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写真 18. 片付け前のヤマガタ 写真 19. 塗装後のヤマガタ 写真 20. 青梅大祭時の様子
写真 21. ヤマガタ 2階での展示 写真 22. 元弁当屋での展示
図 16. シャッターが閉じていた店舗がまちに開いた様子
図 17. 活動の概要
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　当日は100人以上が利用し、写真展としての短期的な利用申し込み
があった。写真展企画者のO氏は「前回訪れた時は荷物が多く積まれ
ており目に留まらなかったが、今回片付けられた内部を見て、使い
方をイメージできた。」と述べた。また家主側にも、家主自ら1日中
シャッターを開けてみる実験を行ったり、電気を開通するなどの変
化が見られた。
　５月以降も簡易的な椅子を製作し、イベントを実施した。しかし
小千谷市岩沢地区の倉庫が大空間を保持するのに対し、ヤマガタは
比較的規模が小さいため、1拠点のみだとできることが限られた。ま
た、まちなかに人の流れを生み出すことができず、地域住民との接
点を作れなかった。
4.3　実践
4.3.1　概要：シャッターが閉まった店舗をまちに開く（図16）
　最小限の手を加えるだけでシャッターが閉まった空き店舗をまち
に開き、使ってみせることで使い手を探した。
　2017年4月〜10月は1軒の空き店舗に対して、11月〜12月は2軒の空
き店舗と空き駐車場に対して片付けと最小限のDIY改修を加え、町に
開く実践を行った（図17）。今年度はまちつくり青梅の不動産事業
で借り手がつかなかった空き店舗を対象とした。
4.3.2　運営の実践
（1）　1軒の空き店舗を使ってみせる
　ヤマガタは住宅エリアと青梅駅前を含む商業エリアの結節点に位
置しているため、簡単なしつらえを施すだけで、人が集う場となる
と考えた。しかし、ヤマガタの内部は家主の荷物で埋まっておりそ
のままでは使用することが困難だった。そこで、まず2017年5月1日
に片付け及び最小限のDIY改修を加えた（写真18,19）。次に2017年5
月3日の青梅大祭時に、1日限定のカフェにしつらえることで、地域
住民に対して使ってみせた（写真20）。
（2）　2軒の空き店舗と空き駐車場を使ってみせる
　11月以降は拠点を3ヶ所に点在させ、複数の拠点を繋げることで町
中に人の流れを生み出し、地域住民との接点を増やす試行をした。
　具体的には、青梅には看板建築を始めとした歴史的建造物が多く
残るため、それらの既存の建物を生かし、街全体を博物館に見立て
た看板建築の展示会を行った（図18）。具体的には3つの拠点を用い
て展示を行い、それら拠点を歩いて巡る中で青梅に点在する看板建
築自体を鑑賞してもらう。見学者は、各看板建築を含む歴史的建造
物の説明が記載された地図をもとに町巡りを行う。
　3つの拠点としては、ヤマガタ、ヤマガタの家主が営む紳士服店
（以下、はぎわら）の駐車場、元弁当屋を用いる。はぎわらはヤマ
ガタの向かいに位置し、元弁当屋は東に約140mの場所にある。
　ヤマガタの1階では今までの活動の展示、2階では居住部分を公開
し看板建築の展示を行う（写真21）。看板建築であるヤマガタに入
ること自体も体験型の展示と捉える。そのため2階の展示会場の設計
においては、展示ボードの下地部分を糸で構成することで、既存の
柱・梁・壁・欄間・襖等を鑑賞する妨げにならないような意匠とし
た。はぎわら駐車場では、合板を用いた簡易的な机や椅子を設置し
受付・カフェとしての空間をしつらえた。元弁当屋では参加型の展
示をおこなった（写真22）。元弁当屋の改修は、ヤマガタ同様のプ
ロセスで、片付け及び最小限のDIY改修を加えた。
　当日は80人以上が訪れた。来訪者は3拠点を巡る中で青梅のまちな
かを地図を参考に歩き、その中で地域住民と交流する場面も見られ
た。それぞれの拠点では通りがかりの地域住民が足を止め立ち寄る
場面が多く見られた。特に元弁当屋では、参加型展示の様子を通り
に対して見せるように実施したため、ヤマガタやはぎわらよりも多
くの地域住民が立ち寄った。
図 18. 3 拠点の役割
写真 23. ワッフル土台スタディ 写真 24. 糸を張る様子 写真 25. 壁を立てる様子
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1) 渡辺千春「小千谷市岩沢地区における地域資源を活用した農家民宿の設計提案と実践 -中山間
地域の空き家に対する漸次的な DIY 改修 -」首都大学東京大学院都市環境科学研究科建築学域 平
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2) 青梅市と青梅商工会議所が中心となり、中心市街地活性化法に基づく基本計画の認定を受ける
ために 2015 年 4 月に設立した。
3)山崎和哉「青梅駅周辺における歴史的建造物の現存状況に関する調査」（2011 年）によると、
青梅駅周辺には看板建築 162 軒、町家 80 軒、蔵 48 軒の歴史的建造物が残っている。
4) 藤森照信「看板建築の概念について（近代日本都市・建築史の研究 ）」（1975 年）によると、
看板建築について、「かつての町屋形式に代わるものとして、独自な洋風ファサードを持っ
た都市居住形式が成立した。」と述べられている。
5) 首都大学東京大学院都市環境科学研究科建築学域平成 29 年度前期講義「建築構法特論Ⅰ」
において、ヤマガタ 1階部分の設計・施工が実施された。既存椅子部分の拡張の主たる設計
者は、同学小泉研究室の横江優太さんである。
4.3.3 改修の実践
　ヤマガタに対しては2017年5月、6月、12月に片付けと最小限のDIY
改修を行った。5月は1階内部の片付け及び内壁の塗装、簡易的な椅
子の製作を行った。まず内部に保管されていた家主の荷物の片付け
や、内壁やショーウィンドウ部分のガラスの汚れを落とした。次に
内壁を養生し、塗装を行った。その際、布クロスが塗料を吸い込ん
でしまい、想定以上の作業時間が生じた。最後に既存商品棚部分に
合板を敷くことで簡易的な椅子を製作した。作業量と費用は、10人
工、約3万円であった。
　6月は既存椅子部分の拡張改修を行った5)。座面には12mm厚の構造
用合板を用いた。土台部分は合板をワッフル状に組み合わせたもの
を使用することで、曲面の座面に柔軟に対応できるようにした（写
真23）。ワッフル土台は2種類の大きさ（350mm×400mm×39個、
350mm×550mm×11個）を作成し、座面の大きさによって組み合わせ
を変えた。ワッフル土台の切れ込み部分の加工は、工具による作業
では精度及び効率が悪かったため、レーザーカッターによる加工を
行った。作業量と費用は、16人工、約3万円であった。
　12月は2階に対して片付けと展示会場としての改修を行った。まず
既存畳の状態が悪かったため、上から新しくござを敷いた。また前
述の通り展示ボードの下地には糸を用いた。900mm×1800mmの展示ボ
ードとして用いるため、計52本の糸を均等に配した。両端部にはレ
ーザーカッターで均等に切れ込みを入れたMDF材を用いた(写真24)。
下地は天井・床の両方向から糸で引っ張り力を加えることで固定し
た。展示ボード（スチレンボード）はてぐすで下地に取り付けた。
作業量と費用は9人工、約2万円であった。
　元弁当屋に対しては2017年11月、12月に片付け及び簡易なDIY改修
を行った。まず片付け時には家主の荷物をできる限り奥側に寄せ、
展示で用いることのできるスペースを確保した。その後、道路正面
側を除いた3面に簡易的な壁を製作し、展示空間とした（写真25）。
作業量と費用は、12人工、約2万円であった。
4.4　小結
　青梅市中心市街地のシャッターが閉まった空き店舗に、最小限の
手を加えることでまちに開き使い手を見つける活動を行った。1つの
空き店舗を用いた活動時には、家主の空き店舗に対する意識の変化
や、短期的な借り手が見つかるといった効果が見られた。3つの拠点
を用いた活動時には、各拠点をつなげ巡らせることで、町中に人の
流れを生み出し、来訪者と地域住民との間の交流を確認できた。地
域住民にとっては、まちなかで通りがかりに立ち寄れる公共空間的
な役割を果たした。
5.　まとめ
　本研究では、小千谷市岩沢地区の空き倉庫と青梅市中心市街地の
空き店舗に対して、設計提案だけでなく、最小限のDIY改修によりシ
ャッターが閉まった空き倉庫・店舗をまちに開く実践まで行った。
　小千谷市岩沢地区では、昨年度地域一帯を活用した宿泊施設を提
案した。今年度は空き倉庫に対して、複合的な用途の多目的スペー
スを提案した。具体的には居場所をつくる家具と内外をゆるやかに
つなぐ木製建具を設計し、DIYで制作した。また、最低限使用可能な
段階から使用することで訪れる客層や建物の使用方法を把握し、運
用方法を検討することができた。加えて、既存施設や地域イベント
との連携により使い手の層を増やすことができた。
　青梅市中心市街地における活動の前半は、1軒の空き店舗に対して
片付け及び最小限のDIY改修を加えることでまちに開いた。後半は、
拠点を3ヶ所に点在させ、各拠点をつなげた。具体的には歴史的建築
を活かし、町全体を博物館に見立てた企画展を提案・実施した。各
拠点を点在させて巡らせることで、来訪者と地域住民の交流が確認
できた。
